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滋 ッ灘継

機械翻訳 をめぐる現況について

富士通株式会社 常務取締役 吉原忠雄

 この機会に、機械翻訳に関連して私が最近感じて

いる事を述べ させて頂きたい。機械翻訳の今後の展

開を考える上で、情報技術の動向と経済社会のグロ

ーバル化がキーになることは、衆 目の一致するとこ

ろであろう。

 こ こ数 年のイ ンター ネッ ト、マルチ メデ ィアの話

題 の隆盛 は、情報技術革命が大 きな うね りで進行 し

ているこ とを感 じさせ る。このユ ーザ技術 動向の大

きな流れに遅 れることなく、機械翻訳 システム をイ

ンターネ ッ トやマ ルチ メデ ィアのサポー トが可能な

ようにチューニ ングす るとともに、顧 客満足 に合っ

た翻訳 サー ビスを提供する とい う、高いハー ドルが

目前 に突 きつ けられているのではないだろ うか。更

に踏 み込 んで言 えば、情 報技術革 命の進行 の中で、

機械 翻訳 システムが広 く一般 の人々に使 用 される可

能性 を我 々が手中 に収めつつある一方 で、商品 とし

ての機械翻訳 シス テムのアイデ ンテ ィテ ィをユーザ

とサプラ イヤの間で どの ように齪晶 な く定め られる

か とい う課題 に取 り組 む必 要が出て くるのではない

だろ うか。PL(製 造 物 責任)に 繋 が る翻 訳 品質保

証 の世界があ る一方で、パーソナルな満足 範囲での

利便性 の提供 といったゲーム ・ソフ トに通 じる よう

な世 界が他方 にあ り、難 しいのはその両方の世 界が

サ プライヤ に対 して隣接 ・混在 している状 況にある

と言 えるので はないだろ うか。この ような機械翻訳

システムの アイデ ンテ ィテ ィや、ユ ーザ ・サプライ

ヤの広範 なコンセ ンサス形成 に、当協 会が果た され

る役割への期待 も大 きい ものが ある と確信 する次第

であ る。

 また、ハー ドウエ ア ・ソフ トウエ ア技術 の進歩 に

基づ く情 報技術革命 に加 え、 メガコ ンペ テ ィッシ ョ

ンと称 せ られるまで に到 ってい る経済社会の グロー

バル化 も機械翻訳 システムへの現在の インパ ク トに

密接 に連動 しているもの と思 われ る。 コンパ ック ・

シ ョック と呼 ばれたパ ソコン低価 格化 ・大衆化の動

きも、生産 ・市場 の グローバル化 を背景 とした コス

ト低減や オープ ン化が、 日本において も米国並 みの

パ ソコ ン普及 に向けて価格 を平準 化 している と捉 え

るこ とが で きよう。メーカ によるパ ソコン価格 の低

廉化努力が、 コ ンピュー タ ・ユ ーザの大衆化 を促 し、

種 々のアプ リケーシ ョン ・ビジネスの拡大 に繋 がる

ことが期待 される。 とりわけ、当協 会が普及 を 目指

される機械翻訳 システムについて も、メー ンフレー

ム、ワークステーシ ョンに とどまらず、広範 なパ ソ

コン ・ユ ーザ に とって も有用 なッール として社会 的

認知が得 られ る絶好 の機 会 と言 えるだろ う。ユ ーザ

の増加が アプ リケーシ ョン機 能 ・品質の向上 につ な

がるこ とを期待 したい。

 また、経済社会のグローバル化は、情報通信技術

の進歩 とあいまって世界的な情報流通の量 と速度を

飛躍的に拡大 ・加速 させている。 しかしなが ら、情

報受発信の基点においては、ヒューマ ン・インタフ

ェースとして最 も重要な役割を担 うべ き自然言語が、

民族 ・国家に根ざす歴史的な壁を有 し、情報の円滑

な流通にとっての隆路 となっている。わが国におい

て、学校 ・企業を中心に比較的国際流通性の高い英

語の教育の見直 しや、社員の英語力向上に努める機

運がたかまっているのも、グローバル化対応の象徴

と言えるであろう。このような個人の語学能力の向

上への依存のみならず、情報処理技術による阻路打

開の手段として機械翻訳システムによるアプローチ

にも大きな期待がかかっている。

 情報技術革命と経済社会のグローバル化という絶

好の機会を的確にとらえ、市場の要求に応えてい く

上で、ユーザ ・サプライヤ等の幅広い会員から構成

される当協会が果たす役割は益々重要になるものと

拝察する次第である。
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墜難攣ンタ

システム化の観点から見た言語メディア技術の将来動向

       ㈱ 日本電子工業振興協会 自然言語処理実用システム専門委員会委員長
       郵政省通信総合研究所関西先端研究センター知的機能研究室長 井佐原均

1.は じめ に

 (社)日 本電子工業振興協会では、わが国におけ

る自然言語処理技術の健全な発展を目指 して、自然

言語処理技術委員会(委 員長:京 都大学長尾真教

授)を 、また、その下に自然言語技術調査専門委員

会(委 員長:田 中穂積東京工業大学教授)を 設置 し

ている。さらに、具体的な活動を行なうために、実

用 システム専門委員会を初めとする3つ の専門委員

会を設置 して活動を続けてきた。

 これら委員会の活動の詳細については、平成7年

11月に開催 された 「マルチメディア ・ネットワーク

社会における言語情報処理講演会」において、報告

された。本稿では、この報告のうち、実用システム

専門委員会の活動に関する部分を解説する。

2.マ ル チ メ デ ィ ア ・ネ ッ ト ワ ー ク

 マ ルチ メディアとは何か について はい ろい ろな意

見が ある。 たとえば、画像 ・音声その他 を組み合わ

せて、臨場感 を持 たせ るとい うこともマルチ メデ ィ

アの一つであ ると言われる。その場 所 に行 か なくて

も、その場所 にい るかの ように、見 、聞 き、感 じる

ことがで きれ ば、それはそれで、素晴 らしい ことで

あ る。あ るいは、専門家が 目の前 にいるかの ように

指導 を受け ることがで きる環境 は様 々な状況 の下 で

有効 に使 うことがで きるだろ う。

 これ らは、複数のメデ ィアを足 し合わせたバーチ

ャル リア リテ ィーの実現 である と言 える。 しか し、

可能であれば、その場所 に行 く方が 、あるいは専 門

家 と対面 する方が、 より良いこ とは言 うまで もない。

この ような足 し算 のマルチメデ ィアは、結局 は現実

の環境 の代替物 で しかないこ とになる。 そこでの経

験 は新規 の ものではない。

 マ ルチ メデ ィアを新 しい環境 である と考 えるな ら

ば、従来 は現実 に手 に入れるこ とが不可 能であった

環境 を実現す る もので な くてはな らないだろ う。 こ

こでは、現実世界をそのまま提示するのではなく、

必要な情報を選択的に提示する技術が有効となる。

現実の世界の模倣ではなく、情報の密度の高い仮想

的な世界を積極的に作ることが必要である。

 マルチメディア ・ネットワーク社会における言語

情報処理としては、情報の密度を高めるためのスク

リーニング技術としての自然言語処理技術に着目し、

実用システムに展開する必要がある。

3.自 然言語処理技術を用いた実用システムの展開

 ネ ッ トワー ク社会 における実用 システムの開発 に

当たっては、ユ ーザのニーズ(マ ーケ ッ トニーズ)

を把握 する ことが必 要である。現 時点 でニ ーズの可

能性 が顕在 化 している もの と しては、情報検索、 イ

ンター一ネ ッ ト機械翻訳 、電子 新聞、電子 シ ョッピン

グ等 が挙 げ られる。

 情 報検索 においては、検索精度 の向上 と結果の適

切 な提示法 の開発が必 要 とされる。電子新聞 におい

ては、既存 の印刷媒体 としての新聞 とは異 なった メ

デ ィア としての可能性 の検討 が必要であ る。 ここで

は、その双方 向性 、検索可能性 、マ ルチ メデ ィアの

利用が検討 され よう。双方向性の存在 は広告等 にお

いて も、新 たな可能性 を開 くことが期待 される。広

告主が容易 にクライア ン トの情報 を集め得 るとい う

こ とは、す なわち、情報提供者が利益 を得 られる と

い うこ とで あ り、この種 のメデ ィアの発展 には必須

の要因であ る。

 実 用 システムの実現 には、 自然言語処理の要素技

術の研究の進展 と同時 に、情報公開や ア ミューズメ

ン トのあ り方 につい ての検討、 また、デー タの鮮度

をどの ように保持す るか等、考慮すべ き問題 は多い。

本節で は、 これ らの問題の内、実用 システム開発 の

ための要素技術、 インター ネ ット機械翻訳 、機械翻

訳 シス テムの評価法、その他の実用 システムの可能

性、 について述べ る。
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3.1.実 用 システム開発 のための要素技術

 自然言語処理技術を用いた実用システム作成のた

めの主要な要素技術には、大きく分けて知識 と処理

システムの二つがある。また、知識 を作 り出す(あ

るいは用例として直接用いる)元 データとしての言

語データに関する技術も重要である。さらに、個々

の要素技術とは別に、システム全体 としての頑強さ

も要求される。以下に、それぞれに含まれる要素を

羅列する。近年、文脈自由文法を用いる構文解析手

法が、遺伝子解析に用いられるなど、これら要素の

新規の利用法が生まれる例 もある。

(1)言 語 知識 と して

  辞 書(単 言語、二言語 、多言語)

  シ ソ ーラス

  オ ン トロジー

  ッ ール(作 成、検索 、編集)

(2)処 理 システム として

  形 態 素解析

  構 文解析

  意 味解析

  文脈解析

  談 話/対 話解析

  生成

(3)言 語 デー タと して

  コーパス(単 言語、対訳、 タグ付 き)

  タ グ付 けツール(形 態素、構文情 報、対訳)

3。2.イ ン タ ー ネ ッ ト と 機 械 翻 訳

 イ ン ター ネッ トが社会のキー ワー ド化す るに伴 っ

て、 インターネ ッ ト対応の機械翻訳 システ ムがい く

つかの会社 か ら発売 されてい る。既存の機械翻訳 シ

ステム をインターネ ッ ト対応の システム とす るため

に、これ らの ソフ トにはい くつかの特徴 がある。一

つ にはWWWブ ラ ウザ との連携で あ る。連携 の程

度 には色々な段 階があるが、原文 と同一 イメー ジの

日本語ペー ジを生成 し、他ペ ージへの リンク情報 も

保持する とい うものや、指定 された範囲の文章 を翻

訳 し、対 訳 ウィン ドウに表示す るもの などがあ る。

また、実際の使 われ方が、情報収集型であ るので、

あ る種の機能限定が行 なわれ るこ ともある。速読用

の翻訳 を目指 した り、前処理 ・後処理機能 が省略 さ

れ た りす る。

 ま た、PC上 の 低価格 の機械 翻訳 シス テムが数 多

く現れ て きた。英語 で書 かれ、かつ、電子 化 された

文章が 、イ ンターネ ッ トを介 して大量 に入手 で きる

ようになったこ とと合わせて、機械翻訳 の個 人での

利用 が期待 される。

 実 際、こ こ数 年間で機械 翻訳 に関す る環境 は大 き

く変わった。 ワー クステー シ ョン上の システムが中

心 であ った ものが、PC上 の ソフ トが中心 となって

い る。 これ に伴 って、ユーザ も企業か ら個 人へ と広

が り、対象文書 も技 術文書か ら、様 々な内容へ と広

が っている。 これ らの システムの特徴 は低 コス トで

あ りなが ら、高性能であ るとい うことであ る。欧米

では この ような安価 なシステムは40以 上 もあ り、大

量 に販売 されてい る。 また、最近で は音声 出力 と組

み合わ され た機械翻訳 システム も出現 して きた。 こ

れ らによ り、現在で は、 それ ぞれのユ ーザが、思 う

が ままのや り方で、様 々な用途 に機械翻訳 を利用で

きるよ うになった。 これ らのシステムは高級 システ

ムよ りも有効 に使 われてい く可能性が ある。 また、

単体 のシステム と してでは な く、"component‐ware"

と しての発展 も期待 される。

 また別 の意味 での、機械翻訳 とネ ッ トワークの関

わ りとしては、ネ ッ トワー クを介 しての機械翻訳 の

利用が考 え られる。 一つの利 用法 は、 ネッ トワーク

中の別 の場所 にある機械翻訳 システム を利用す る も

のである。 ネ ッ トワー ク対応 のサーバ型の機械翻訳

システムがい くつか発表 されてい る。 もう一つの利

用 法は、パ ソコン通信等 を用 いた機械 翻訳 サー ビス

を利用 する ものであ る。

 PC化 を 中心 とす る欧米 にお ける最近 の機械翻訳

システムの動 向については、7月 にル クセ ンブルグ

で開催 された第5回 機械 翻訳 サ ミッ トで も報告 され

た。 この概 要については、参考文献[1][2]を 参

照 されたい。

3.3.機 械翻訳 システム品質評価用 テス トセ ッ ト

について

 機械翻訳技術の発展に寄与するため、日本電子工

業振興協会では、開発者の立場からの機械翻訳 シス
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テムの品質評価を行なうためのテス トセ ットを開発

し、公開した[3]。 これは英 日および日英機械翻訳

システムの開発者が自己のシステムの不備を客観的

に把握することを主たる目的として作成 されたもの

であり、これまでの機械翻訳システム評価に関する

多 くの研究と、日本電子工業振興協会が開発 してき

た各種の機械翻訳 システム評価基準の上に成 り立つ

ものである。

 このテス トセットは既存の機械翻訳システムを用

いた評価実験によって改良を重ねて作られた もので

あ り、開発者だけではなく、機械翻訳システムのユ
ーザにも、有益な示唆を与えられるものと考えてい

る。テス トセットの例を図1に 示す。

3.4.そ の他 の実用 システムの可能性

 機 械翻訳 システム等 の自然言語処理 システムの開

発過程 で得 られた自然言語処理技術 を用いて今後作

られるであろ う実用 システムと して は、文書作成の

支援 システムや、テキス ト処理 システム、対話 を伴

うマ ンマ シンイ ンタフェース等が考 えられ る。

 支 援 システムは、 さらに校正支援 シス テム、文書

作成 支援 システム、教育支援 システム等 に分け られ

る。校正支援 システムの構成要素 と して は、 スペル

チェ ッカー、文法 チェ ッカー、スタイルチ ェ ッカー

が挙 げ られる。 スペ ルチェ ッカーは、概 ね実用化 さ

れているが、文法 チェ ッカーについては課題が残 っ

ている。 ス タイルチェ ッカーは、未 だ実用的 なもの

は現 れていない。校正支援 システムの持つべ き機能

としては、形態素解析で単語 を認定 し、解析 に失敗

した区間や、同音異義語 ・異表記が存在す る語 など

に警告 を出す とい うものな どが考 えられ る。

 校 正時 における誤 り検 出お よび訂正 については、

表記 の問題(漢 字表記 と平仮名表記の関係等)、表現

の問題(文 法 的誤 り、語用論的誤 り等)、内容の問題

に分 け られる。 さらに誤 り訂正 において は、適切 な

修正候補 の提 示が要求 され る。 また、読み上げ校正

システムや、 ワープロ上で の編集 ミスに対応す る手

法の開発 が期待 される。

 文 書作成支援 システムは、今後、 もっとも必要性

が高 まる もの と言 えよ う。文法事項 、辞書情報、関

連文書/デ ー タ、テキス トテ ンプ レー ト等 を提示 し、

文書 を生 成す る過程 を支援す る環境 は、情報発信型

の機械翻訳 を補完 する もの として、 また、よ り積極

的 な発想支援 環境 と して必 要 となろ う。 このよ うな

システムは、外国語生成支援 として、 また、外国語

教育支援 と して も、有効 となる と思 われる。

 なお、テキス ト処理に関 しては検索 システムや解

析 ・理解 システムが考え られる。これについては、

本稿では関連要素の羅 列に とどめる。なお、情報供

給者用 システム と情 報利用 者用 システムの違いは常

に認識 してお くべ きことが らである。

検索 フルテキス ト検索

   類似 テキス ト検索

   検 索 条件 の 自然言語 入力

   検 索 条件 の自動修正

        (検索 結果 のフ ィー ドバ ック)

   検 索 エ ンジ ン ・ロボ ッ ト(エ ージェン ト)

   interest profile

解 析 情 報抽 出

   分類

   要約

   キ ー ワー ド抽 出

4.イ ンターネ ッ トか らの情報 の選択的抽出

  (知 的 ニュース リー ダの提案)

 現 在、ネ ッ トニュースを通 じて多 くの情報が流通

し、多 くの人々がその情報 を利用 してい る。その情

報量は1日 約1000件 約2MBで あ り[4]、 日 々増 加

の傾 向にある。利用者 の多様化 に伴 い、複数のニュ

ースグループ問を移動す る話題 も少 な くない。その

中で、全 部の情報 を調査 し利用す ることはか な り困

難である。

 この ような情報 を より効率良 く利用す るため,ダ

イジェス ト機構 の実現[5]や 知 的ニ ュースリー ダ

の提 案[6]も され始 めている。 しか し、それ らは

まだ まだ未成熟であ り、多 くの問題点 を含んでいる。

また、ユーザのニーズを考 えた場合 、ダイジェス ト

で満足する場 合は必ず しも多 くはな く、興味 を持 っ

た内容 については、関連す る記事 その ものを読みた

い と考 えられる。

 こ こでは、ネ ッ トニュース上 の情報利用の問題点

を洗い出 し、それ らの問題 を解決す るため、話題の

連続性 に着 目して必要な情 報を抽 出す る方法 を提 案
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す る[7]。

 ネ ッ トニュースに流れる情報 を効率 的に利用す る

には大 きく分 けて2つ の方法が考 え られる。

1)ネ ッ トニュース全体 において情 報検索 をする。

2)ニ ュースグループにわけで情報検 索 をする。

 ネ ッ トニ ュースを利用する立場 か ら考え ると1)

が 好 ま しいが、 ネッ トニ ュースにはニ ュース グルー

プによってい くつかの特徴があ り[8]そ れ ぞれ情

報の形態 も異 るため、リファレンスやサブ ジェク ト

情報だ けか らの単純 な検索では、必要 な記事全ての

ダイジェス ト生成や記事検索は困難であ る。

 最 近 のニ ュー スリーダではサブ ジェク トによって

記事関係 を分類 しているが、サブ ジェク トが記事内

容 からずれ てい ることも多 く、単純 な検索方法で は

不 要な記事が多数抽 出 されることがあ る。

 また、ネ ッ トニ ュースを利用 してい るユ ーザ は、

ネ ッ トニュース全体 にどんな情報が あるか を見 るよ

りも先 に、カテゴライズ されてい るニ ュースグルー

プの中に興味 のある記事 があるか どうかを確認す る

ことが多い。 しか し、1日 の投稿量 か らす る と、あ

る1つ のニュースグループにおい てです ら読 まなけ

ればな らない記事が多量 にある。

 これ らの問題 を解決するために、記 事 をある種 の

対話テキス トとみ な し、引用部分 や リファレンス、

及び使 用単語 、文章の意味 的距離[9]を 参 考 に記

事の話題の流れを文脈情 報 として遡 り、必 要な情 報

(話 題)の 記事 を検索す る方 法を提 案す る。

 シ ステム イメージと しては、 しば ら くネ ッ トニ ュ

ー スを読んでいなか ったユーザが、今 日届いた記事

群 を眺めていて、その中 に興味のあ る話題 を含 む記

事 を見つけ、その話題 に関す るこれ までの記事 を過

不足な く抽 出で きるようなシステムである。 システ

ムの動作 を以下 に示す。

(1)ユ ー ザが記事群の中 に興味 のあ る記事 を見つ

  け る。

(2)ユ ー ザが興味 を持 った記事 の意味的特徴 を記

  事 中の利用単語 と、概 念辞書 を用いて得 る。

(3)サ ブ ジェ ク ト、 リファレンス情 報 を用 いて、

  記 事の関連 ネ ッ トワー クを成長 させてい く。

(4)関 連 ネッ トワー ク中の枝分かれ について、記

  事 に関す るヒュー リステ ィックスと、元記事

  の意味的特徴 を利用 して、関連 の深 い記事 と

  そ うでない もの とに分類す る。 関連 の深 い記

  事 の関連 ネ ッ トワークを成長 させ てい く。

(5)元 記 事 の意味 的特徴 をキー として、 リフ ァレ

  ンスで継 っていない関連記事 を も抽 出す る。

(6)(5)で 得 られた記事 について も(3)(4)を

  行 な う。

 この システムの特徴 は、ユーザの興味に合わせ て

動的に処理 を行 なう点 にあ る。 また、記事 同士 の意

味的距離 をはか るので、ニ ュース グループ を気 にす

ることな く必 要 な情 報 を参照す ることが可能 となる。

検 討課題 としては、以下の ようなものがあげ られる。

(1)一 般語と専門用語が記事の流れの中で果たす

  役割についてのヒューリスティックスの検討。

(2)意 味的特徴の動的な選択方法の開発。

5.お わ り に

 本稿では、これからの知的システムに要求される

ものを情報の選択能力であると考え、自然言語処理

技術の当該能力への適用 という点に着目して述べた。

今後 も、日本電子工業振興協会では、自然言語処理

技術の実用的テキス ト処理システムへの適用につい

て、調査検討を進めていく予定である。

参考文献

[1]井 佐 原均他:"MT-Summit V開 催 報告"AAMT

  Journal No.12,1995

[2]日 本 電子工業振興協 会 自然 言語 処理技術委員

  会:"MT-Summit V開 催 報告"電 子工業 月報

  10月 号,1995

[3]日 本 電子工業振興協 会95一 計 一17:"機 械 翻

  訳 システム評 価基準 一品質評価用 テス トセ ッ

  トー" 1995

[4]fjの 歩 き方編 集 委 員会:"fjの 歩 き方"オ ー

  ム 社 開発局,1995

[5]佐 藤 円他:"電 子 ニュースにおけるダイジェ

  ス ト機構 の実現"情 処 第49回 後 期全 国大 会,

  1994

一5一



[6]岩 爪道昭他:"電 子掲示版における記事の自

  動分類 と議論の可視化一知的ニュースリーダ

  の提案"人 工知能学会全国大会,1994

[7]小 作浩美他:"話 題関連性に着目した知的ニ

  ュースリーダの提案"平 成7年 電気関係学会

  関西支部連合大会,1995

[8]佐 藤 円他:"投 稿行動 か ら見 た電子 ニュース

  fj."第23回jus UNIXシ ンポジ ウム論文 集, pp

  53-65,日 本UNIXユ ー ザ会,1994

[9]小 嶋 秀樹 他:"意 味 空間のスケール変換 によ

  る動的 シソー ラスの実現"信 学技 報,NLC95

  -19,1995

2.1.1 多 品 詞(品 詞 認 定) (=Part of Speech Disambiguation)

2.1.1.2 名 詞/助 動 詞  (=Noun/Auxiliary verb)

【番 号 】2.1.1.2-1

【例文】

【訳文】
【質剛

     (_  SID No.) )

The trash can was thrown away.  (_  [Exampled )

ご み カ ンは 捨 て られ た 。 (= 【Translation】)
"
can"が 「カ ン/缶 」 の よ う に 名 詞 と して 訳 され て い ます か?

(_  (Q.] Is "can" translated as a noun?)

【訳 出 例 】 ○(く ず 缶/ご み 容 器/く ず 入 れ)は(廃 棄 され た/[投 げ]捨 て ら れ た)。

    × ご み は 捨 て ら れ 得 る 。

    (_ [Translation Samples] literally meaning:

       yes: The (garbage can/trash bin/litter bin) was (discarded/[thrown] dumped).

       no:The trash can be discarded. )

【関 連 文 】The last will was opened.「 最 後 の 遺 言 書 は 開 け られ た 。 」

    (_  [Related Examples  and the Japanese translation)

【参 照 項 目 】2.1.1.2-2,2.1.1.2-3 (ニ 【Reference Items】)

【解 説 】 "can was'° の 並 び か ら、"can"が 助 動 詞 で な い こ とが わ か る 。

    (_  Explanation) The word order of "can was" shows that "can" is not an auxiliary verb.)

【番号1

【例文】

【訳文1

【質剛

2.1.1.2-2  (_ [ID No.] )

The t rash can be thrown away.   (_  Examp l e) )

ご み は 捨 て ら れ 得 る 。 (= 【Translation】)
"c
aバ が 「～ で き る/得 る」 の よ う に助 動 詞 と して 訳 さ れ て い ます か?

(= 【Q.】 Is "can" trans[ated as an auxiiiary verb meaning"has abiiity

                               to/has a possibility to"?)

【訳 出例 】 ○(く ず/ご み)は(廃 棄 で き る/[投 げ]捨 て られ る こ とが で き る)。

    × ご み カ ンは 捨 て ら れ た。

    (_ [Translation Samples) literally meaning:

       yes: The (Sarbage/trash) (can be discarded/[thrown] dumped).

       no:The trash can was discarded. )

【関 連 文 】(= 【Re且ated Examples】)

【参 照 項 目】2.1.1.2-1,2.1.1.2-3 (; 【Reference Ite皿s】)

【解 説 】 2.1.1.2-1と は 逆 に 、 こ こ で は"can"は 名 詞 で は な く助 動 詞 。

    (_  (Explanation] In contrast to No.2.1.1.2-1, here, "can" is not a noun but

                                      an auxiliary verb.)

図1 品 質評価用テス トセ ッ ト
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鞍術早糖力辮

人 間 の 翻 訳 と機 械 翻 訳

NEC 情報メディア研究所 亀井真一郎

1 はじめに

 この 「技術早分か り」シリーズでは、本協会が日

本機械翻訳協会だった時代のJAMTジ ャーナルNo.

2か らAAMTジ ャーナルNo.12ま で約4年 間で、

機械翻訳の基本 となる各要素技術の解説を一通 り完

了 しました。解説は、形態素解析技術、構文解析技

術、文生成技術に始まり、辞書、機械翻訳の利用法、

関連技術(音 声認識技術、構成支援技術、OCR技

術)ま でを含んでいます。

 今回からはこれまでとは少し視点を変えて、人間

の翻訳 と機械翻訳を比較する観点から新たな技術解

説を始めます。機械翻訳には 「辞書」が重要な役割

を果たしますが、機械翻訳用の辞書 と通常私たちが

使 う学習用の辞書との違いはどこにあるのでしょう

か。また機械翻訳の分野で用いられる重要な用語に

「文法」があ りますが、機械翻訳で使われる「文法」

と私たちが学校で習う日本語や英語の文法はどこが

似ていてどのような違いがあるのでしょうか。この

ような機械翻訳用の辞書 と一般の辞書の違い、機械

翻訳で使われる文法と学校文法の違い、さらに機械

による翻訳と人間の翻訳の関係などの比較 を通 して、

機械翻訳の要素技術を紹介 してゆきます。

2 一般の紙の辞書と機械翻訳辞書

 まず個々の単語や句に関 して記述 した 「辞書」に

ついて考えてみましょう。人間が翻訳する際に辞書

が必須のものであるのと全 く同様に、機械翻訳にと

って辞書は最 も基本的な言語知識ベースです。

2.1 英和辞典と英日機械翻訳辞書

 翻訳に使 う辞書としてまず私たちがイメージする

のは英和辞典です。そこでまず通常私たちが使 う英

和辞典 と英日機械翻訳 システムで使われる辞書の内

容を比較 してみます。英和辞典には次のような項 目

が書かれています。

 ・英単語の表記、発音、品詞、活用、構文

 ・日本語の訳語

 ・例 文(英 語 と日本語 の対訳例文)

例 えば 「eat」とい う英語の動詞 を例 に取る と、

 ・英単語 の表記:eat発 音:【i:c]品 詞:V

  活 用:eat ate eaten eating 構 文:SVO

 ・日本語 の訳語:食 べ る

 ・例文 Ieat bread私 は パ ンを食べ る

といった具合です。英和辞典 は英語 の使い方 を説明

した ものですか ら、英単語 については詳 しい記述が

あるのですが、 日本語 の訳語 としては単 に対応す る

単語が書い てあ るだけであ まり詳 しくない ことが わ

か ります。 日本 人は 日本語 の知識 が頭 の中にはい っ

ているので訳語 の 日本語 につ いて詳 しい説明 は必要

あ りませ んが、機械が翻訳す る場合 には、英語 につ

いての記述 と同様 な詳 しさで 日本語 につい ても明示

的 な記述が必要です。 そこで通常 、機械翻訳の辞書

には以下の ような項 目が書 かれています。

 ・英単語の表記、発音 、品詞 、活用、構文

 ・日本語の訳語の表記 、品詞 、活用、構文

 ・英語 と日本語の対応

例 えば 「eat」の場 合には次 の ようにな ります。

 ・英単語の表記:eat発 音:【i:c]品 詞:V

  活 用:eat ate eaten eating 構 文:SVO

 ・日本語 の訳 語の表記:食 べ る 品 詞:動 詞

  活 用:一 段 活用 構 文:(誰 か)が(何 か)を.

 ・英 語 と日本語の対応

  S(主 語) =「 が 」のついた名詞句

  0(目 的 語)=「 を」 のついた名詞句

ここで英語 の構 文 とい うのは いわゆるSVO、 SVOC

と い った文 型 を詳 細 化 した もの です。SVOCのC

は 補語 と呼 ばれ ますが、その種類 はた くさんあ りま

す。単純 な形容詞 や名 詞のこ ともあ ります し、「in」

や 「with」 な どの前置 詞のつい た句 の場 合 もあ りま

す し、that節 の よ うな文相 当の節 の場 合 もあ ります。

そこでそれ らを詳細 化 した文 型を指定す る訳です。

日本語 に対 して も同様 な文型 の情報が必要です。例

えば 「食べ る」 とい う動詞 は「(誰か)が(何 か)を

食べ る」の ように助詞 「が」「を」 のついた名詞句 を
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従 え ます。一方 「住 む」 とい う動詞で は「(誰か)が

(ど こか)に 住 む」の ように助詞 「が」「に」のつい

た名詞句 を必要 と します。 この ような情報が構文情

報です。英語 の 「ieat bread」 を 日本語 の 「私がパ

ンを食べ る」 に翻訳す るにはこの構文情報の英語 と

日本語 の間の対応 を使 い ます。 「eat」はSVOと い

う構文 を と りますが、 そのS(主 語)は 「食べ る」

の 「が」 のつ く名詞句 に対応 します。 また0(目 的

語)は 「を」のつ く名詞句 に対応 します。 この よう

な英語 と 日本語の対応 を辞書 に明示的 に記述 してお

くこ とで 、適切 な翻訳が行 えるのです。

 「Ilive in Tokyo」 を 「私 は東 京に住 んでいる」

と訳すため にはさらに別の情 報が必要です。 「live」

は 「住 む」 に対応 しますが、翻訳す るときには 「住

んでい る」の ように 「～ してい る」 の形 にす る方が

自然です。通常 日本語 の 「～ してい る」 の形は英語

の進行形(be+ing形)に 対応 する ことが多いので

すが 、 「live」の 場合 には その ままの形 で 「～ して

い る」の形 に対応 する訳 です。 この ような情 報は英

和辞典 には明示的 に書 かれていない ことが多いので

すが、機械翻訳用 の辞書 にはすべての動 詞に対 して

この ような情 報が記述 されてい ます。

2.2 和 英 辞典 と日英機械翻 訳辞書

 英 語 を書 くときに参 考にするのは和英辞典ですが、

残念 なが ら和 英辞典だけでは使 いづ らい と感 じてい

る方は多い と思い ます 。こ こでその理由 を考えてみ

ます。和 英辞典には通常次 の ような項 目が記 述 され

てい ます。

 ・日本語の表記

 ・英語 の訳語

 ・例 文(日 本語 と英語 の対訳例文)

例 えば 「食べ る」 を例 に とる と次 の ようにな ります。

 ・日本語 の表記:た べ る(食 べ る)

 ・英語 の訳語:eat

 ・例 文:私 はパ ンを食べ る 1eat bread

特 に 問題 なのは英語 の訳語 の部 分です。和英辞典 の

英訳語 としてはふ つ う単語 が書 かれているだけで、

その単語 の活用 や構文 は書 かれてい ませ ん。 そこで

あ る一 つ の訳 語(例 えば 「ea[」)を使 お うと思 って

も、その単語 の活用形 がわか らなかった り、動詞 の

場 合その動詞 の構 文がSVOだ っ たかSVCだ っ たか

分か らなか った り、SVCの 場 合 どの よ うな前 置詞

をとれば よいのかが分か らなかった り、 といったこ

とがお こ ります。そ こで和英辞典の次に英和辞典を

引いてその単語の使い方 を確認するこ とが必 要にな

り手間がかかって しまうのです。

 次 に機械翻訳のための辞書 を考えてみ ます。機械

にとっては 日本語 も英語 もいわば外 国語 ですか ら、

機械翻訳 で使 う辞書 には、 日本語に関 して も英語 に

関 して も一つ一つの単語の詳細 な情 報を記述 する必

要があ ります。 日英機械翻訳用の辞書 の場 合には次

の ような項 目が必 要です。ち ょうど英 日辞書 と同等

な情 報が書かれているこ とがわか ります。

 ・日本語 の表記、品詞、活用 、構 文

 ・英語 の訳語 の表記、品詞、発音 、活用 、構文

 ・日本語 と英語 の対応

動詞 「食べ る」 の場 合には次 のよ うにな ります。

 ・日本語 の表記:た べ る、食べ る 品詞:動 詞

  活用:一 段活用 構 文:(誰 か)が(何 か)を..

 ・英語 の訳語 の表記:eat品 詞:V

  活用:ea[ate eaten eating構 文:SVO

 ・日本語 と英語 の対応

  「が」 のついた名詞句=S(主 語)

  「を」 のついた名詞句=0(目 的 語)

 こ の ように機械翻訳 のための辞書 には通常の紙の

辞書 に明示的 に書 かれていないた くさんの情報が一

つ一つの単語 に対 して書 かれています。機械翻訳 を

使 う時 に基本辞書 にない単語 は利用者がユーザ辞書

に登録 しなければな りませ んが 、その登録は思 った

よ り複雑 な作業 になって しまいます。その理由は こ

こで述べ た点 にあるのです。

2.3 表 現 辞典

 私 たちが英語 を勉強す る時 、まず単語 を覚 え、次

にだんだんとフ レーズの使い方 を覚 えてゆ きます。

例 えば 「電話」 を英語 では 「telephone」 といい ます

が、 「電話 をかける」 とい う表現 は英語で何 とい う

ので しょうか。 日本語の 「電話」 と 「か ける」 をそ

の まま合成 して も適切 な英語の表現 「make a call」

は得 られ ませ ん。単語の使い方 を一通 り学習 した後

は、この ような個 々の単語の組み合 わせでは得 られ

ない表現 を集め た表現辞典が必要 となるわけです 。

 機 械翻訳の場合 も同様です。機械翻訳の開発では

まず単語 の辞書の整備が行 われ ま した。そ して現在

の機械翻訳 システムで は何万語 もの単語 を基本辞書
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の中にもっています。 しか し単語の辞書だけ何十万

語に増や しても適切な翻訳は得られません。そこで

表現辞書の充実が現在 も継続 されてい ます。

3 学校で習う文法と機械翻訳用文法

 次に言葉の使い方を規則の形にまとめた 「文法」

について考えます。文法の基本は品詞の体系なので

特に品詞を中心に、学校で習うものと機械翻訳で必

要なものを比較 してみます。

3。1 英語 の文法

 英語 の文法は詳細 な分析研 究が進んでい るので、

機械翻訳で もその成果 を基本 に してい ます。学校で

習 う (従 って通常 の辞書や文法書 に載 ってい る)英

語文法やそ こで使 われる品詞 は分 か りやす さの ため

に簡略化 してあ りますが、大部分 は機械翻訳用 に も

その まま使 えます。 しか しよ り高 い精度 で翻訳 を行

うには品詞の細分類が必 要 とな ります。例 えば 「副

詞」 は細分類が必要な品詞の典型例 です。通常習 う

英 文 法 で は 「very」 も 「quickly」 も 「therefore」も

副詞 と呼 ばれ、辞書に も通常 そ う書 かれてい ますが、

これ らの語の使われ方はそれぞれ全 く異な ります。

「very」 は形容詞や、他 の活用す る副 詞 を強め るた

めの語で 「強調詞」 と呼ばれ ます。 「quickly」は動

詞を修飾 してその様子 を表す語で 「様 態の副詞」 と

呼ばれ ます。「therefore」は 前の文 と次 の文 をつ な ぐ

役 目をする 「接続 の副詞」です。 これ らの語は文の

どこの位 置に置 かれるか も異な ってい ます。機械翻

訳のための辞書 にはこれ らの品詞 を詳細 に分類 し、

それぞれの使 われ方 を一つ一つ記述 してあ ります。

機械 翻訳 システムはこのような詳細情報 を使 って英

文の解釈 ・生 成を行 ってい るのです。

3.2 日本語の文法

 日本語の文法はまだまだ分析を進めなければなら

ない点が多く残っています。実は基本となる品詞に

関してもまだ標準 となる体系がないと言って良いと

思います。中学校で習う日本語の文法では次の10の

品詞を設定 しています。

 名詞、動詞、形容詞、形容動詞、副詞、連体詞、

 接続詞、感動詞、助詞、助動詞

しか しこれだけの品詞では日本語の分析にとって不

十分であることはす ぐにわか ります。例えば 「ここ

数カ月間」 という表現は 「ここ」「数」「ヶ月」「間」の

4つ に分けられると思いますが、それぞれの単語の

働 きを適切に表せる品詞は上記の10品詞の中にはあ

りません。そこで上記の10の 品詞の他に「接頭辞」「接

尾辞」「助数詞」等 とい う品詞が設定 されるのですが、

それ らの新 しい品詞にしても、そこに分類 される語

は一様ではなく、さらに細分化が必要です。例に挙

げた 「ここ」「数」「ヶ月」「間」 を何という品詞 として

扱 うかに関してはまだ標準的な文法ができあがって

いないのが現状です。

 機械翻訳システムを開発するにあたって準拠すべ

き標準的な品詞の体系があ りませんで したので、機

械翻訳の研究者たち自身が言葉の使われ方を分析 し、

品詞を定め、辞書 を作成 し、文法規則を記述すると

いうプロセスを各システムごとに行なってきました。

したがって現状では品詞の詳細は各システムごとに

異なっています。今後は日本語の研究者や機械翻訳

の研究者などが協力 して正確でかつ分か りやすい日

本語の品詞の標準化を行なってゆく必要があります。

4 人間の翻訳と機械翻訳

 人間が翻訳をする場合 と機械翻訳システムが翻訳

をする場合とでは、その方法 も、そこで利用する知

識 も異なります。人間の翻訳 と機械翻訳の似ている

点と異なる点について考えてみます。

4.1 日英翻訳 と英日翻訳

 日本人にとっては、日本語を英語 に翻訳する日英

翻訳の方が、英語 を日本語 に翻訳する英日翻訳 より

も困難です。日英翻訳の場合、結果の英語が日本人

にとっての母国語でないために翻訳結果の正確 さを

保証することが難しいからです。

 機械翻訳の場合にも、理由は少 し異なりますが、

人間の場合と同様 に、英日翻訳より日英翻訳の方が

困難です。日英翻訳の場合には、まず元の日本語の

文の構造を把握する(こ れを 「日本語を解析する」

という)必 要があ りますが、日本語の解析にはいろ

いろな困難な点があるのです。

 まず日本語の表記の点が挙げられます。英語は各

単語をスペースで区切って書 くので単語の認定に困

ることはあ りませんが、日本語の場合には単語の間

に区切れ目があ りません。従って日本語の文を解釈

するにはまずその文を各単語に分ける(こ れを形態
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素解析という)必 要があ りますが、この段階ですで

に正 しく単語分割が行えないことがあるのです。

 単語分割の次には単語と単語の間の関係、つまり

文の構造を把握する(こ れを構文解析 という)訳 で

すが、この段階でも日本語には難しい点があります。

日本語では文脈から分かる主語や目的語が省略 され

て しまう性質があるからです。人間にとっては明か

であっても、機械にとって、省略 されたものを回復

して解釈するのは容易ではありません。また前にも

述べた通 り、日本語は基本的な文法に関してまだ整

備が進んでいないために元の日本語の解釈が正 しく

行 えないことも多いのです。

 さらに次の段階、つまり日本語を英語に対応 させ

る段階での困難な点 として、冠詞や名詞の単数 ・複

数の問題があ ります。日本語には冠詞 も名詞の単数

・複数の区別もないのですが、英語ではそれらを適

切 に区別しなければなりません。このような区別は

人間の学習者にとっても難しく、まだきれいに規則

化できていないので、現状の機械翻訳システムでは

この種類の現象を正確に扱 うことは困難なのです。

 さらに日英翻訳システムを日本人が使う場合、シ

ステムが出力する英語が正 しいのか誤 りなのか判断

しにくいという点 も日英機械翻訳システムを使 うこ

とを困難にしている一因です。

 英日機械翻訳の場合は、日英機械翻訳の場合とち

ょうど逆になります。元の英語は単語に区切られて

います し、主語や目的語の省略 もありません。出力

される結果の日本語 も日本人にとっての母国語なの

で、多少訳語や語順がおか しくて も、システムの誤

りの癖を知っていれば何が書かれているのかを想像

で きることも多いのです。つまり機械翻訳システム

に一括処理 させて、文の大意を把握するという使い

方が有 り得るのです。現状で市販 されて実際に使用

されている機械翻訳システムとして英日システムが

圧倒的に多いのはこのような理由からです。

4.2 文脈の活用

 人間が文章を理解する時にはごく自然に文脈 を利

用 しています。おなじ文面であっても前に書かれて

いる内容によって解釈をごく自然に変えて読みとり

ます。 しか し機械で 「文脈」を正確に扱うことがで

きるようにするにはまだまだ研究が必要です。 「文

脈」の情報というのは直接単語や句として表現 され

ている ものばか りではな く、その場 面についてあ ら

か じめ もっているべ き知識 や一般 的な常識 な どが総

合的に組 み合わ された ものであるか らです。文脈す

なわち文 の流 れが うまく扱 えない現状 の機械翻訳 シ

ステムでは、通常 、文 章全体 を一連 の ものと して翻

訳す るのではな く、文 を一つ一つバ ラバ ラに して扱

ってい ます。 したが って、文の前後関係 によって翻

訳 しわけるといったこ とは実現で きてい ませ ん。文

脈の研究 とそれを利用 して自然で適切 に翻訳 を行 な

う技術 はま さに今後の重要 な研究課題の一つです。

5 おわ りに

 近年は社会全体が国際化 し、また世界規模の通信

ネットワークが急速に発達 して きてお り、一般の

人々も外国語の情報に接 したり外国語で文書を書い

たりする機会が急速に増えています。機械による翻

訳の技術あるいは翻訳支援の技術は今後ますます重

要になるで しょう。

 機械翻訳システムの研究 ・開発の歴史を振 り返っ

てみると、機械翻訳システムが登場 した当初はシス

テムに対する過大な期待があ りました。人間の翻訳

者が失業 して しまうのではないかという心配まで聞

かれました。 しか し機械翻訳システムの実力が明ら

かになるにつれて、それまでの過大な期待に対する

反動として機械翻訳に対する不当な非難の時代がや

ってきました。機械翻訳なんて全 く使えないという

訳です。 しか しそのような過大な期待と不当な非難

の時代を経て、最近ようやく機械翻訳が人間の翻訳

を支援する技術であると正当に捉えられるようにな

ってきました。

 意味や文脈を正確に捉えて翻訳が行なえるシステ

ムを作ることは機械翻訳の研究の究極の目標ですが、

それがまだ完全には実現 されていない現在は、翻訳

する時すべてを機械 まかせにすることはできません。

しかし人間の得意なところは人間が担当し、機械の

得意なところは機械が受け持つという使い方をする

ことで機械翻訳の技術を生かすことができます。

 これからは、研究者が翻訳品質の向上を目指して

研究を継続するだけでなく、研究者と利用者とが一

緒になって、機械翻訳を使いこなすための利用技術

を研究 ・開発 してゆくことがますます重要です。
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研究機関紹分

東京工業大学大学院情報理工学研究科田中・徳永研究室

東京工業大学大学院情報理工学研究科教授 田中穂積

この春で研究室発足から早12年 になる。当初学生が

4名 だった研究室も,現 在では教授,助 教授,助 手

各1名 と学生21名 を数える大所帯になり,幅 広い興

味をもって研究を進めることがで きるようになった。

本稿では,自 然言語処理に関連する現在の研究テー

マをいくつか紹介する.

1.GLRパ ー ザ に よる音声認 識 ・形 態 素解析 ・構

 文 解析 の統合

自然言語解析では,従 来く音声認識〉→〈形態素解

析 〉→〈構文解析〉→…のように段階的に進めてい

た処理 をどのように統合するかが重要な課題である。

当研究室では,こ の課題へのアプローチとして,音

素接続制約 ・形態素接続制約 ・構文制約を共通の知

識表現形式に変換 し,音 声認識から構文解析 までを

統合的に実現する研究 を進めている。この研究で

我 々が着 目しているのは一般化LR法 で用いるLR

表という言語知識の表現形式である。我々はすでに,

LR表 を利用すれば上の3つ の レベルの制約を単一

の知識表現形式にコンパイルすることができること

を明らかにしている。これにより一般化LR法 とい

う単一の枠組で音声認識から構文解析 までを統合的

に実現することができる。この技術を適用 した音声

認識の実験からすでにその有効性が確認されている。

さらに,我 々はLR表 に確率情報 を組み込む方法 も

開発 してお り,こ れにより音韻 ・形態素 レベルの

bigramや 確率文法の統合的 な利用が可能になった。

現在,こ の方式のツール化を進めてお り,こ れが広

く自然言語処理システムの研究 ・開発 に利用される

ことを期待 している。

欠なアプローチの一つと言えよう。当研究室では,

その試みの一つとして,括 弧付 きコーパスから適用

範囲の広い確率文脈自由文法を自動的に抽出する研

究を進めている。これは,括 弧で表現 された構文木

の中間ノー ドに非終端記号を自動的に割 り当て,得

られた構文木から確率つき文脈自由文法規則を抽出

するものである。内部ノー ドに割 り当てる非終端記

号は,主 辞がつねに句の最後に位置する日本語の特

徴を利用 して自動的に決定する。また,抽 出した文

法を自動的に洗練する手法についても研究を進めて

いる。これまでの実験から,冗 長な規則を削除する

ことによって文法サイズを縮小 したり,品 詞の細分

化によって解析結果のあいまい性を抑制 した りする

ことがある程度可能なことが確かめられている。

コーパスからは構文的制約の他にも多種多様な言語

知識を抽出できるだろう。その一つに語の共起に関

する制約があげられる。当研究室では,こ れに関す

る事例研究として複合名詞解析の研究を進めている。

複合名詞という構造は造語力が極めて高いため,全

ての複合名詞をあらかじめ辞書に登録してお くこと

は不可能である。そこで我々は,個 々の名詞間の意

味レベルでの共起情報をコーパスから抽出し,こ れ

と既存の辞書を併用することによって複合名詞を解

析する方式を開発 した。この方式では,3つ 以上の

語からなる複合名詞内の係 り受け構造を各語の意味

クラスの共起頻度にもとついて決定 し,さ らに名詞

問の意味的関係を各語の統語的 ・意味的特徴 にもと

ついて推定する。今後は,さ らに詳細な意味的関係

の推定に挑戦するとともに,こ の技術 を他の構文要

素の解析に応用する研究を進めたいと考えている。

2。 コ ーパ スを利用 した言語処理

自然言語処理技術の実用化に向けてクリアする必要

のある重要なハードルの一つが知識の大規模化であ

る。大規模コーパスの利用はこの目的の達成に不可

また,事 例ベースの動詞多義性解消の研究 も手がけ

ている。事例ベースの自然言語処理では,事 例が十

分に集まらない場合の対処 と,大 量の事例の獲得に

要する人的コス トの抑制が大 きな課題である。前者

の課題については,格 要素によって動詞語義の弁別
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に貢献する度合が異なることに着目し,こ れを解析

に反映させる方式を提案している。これまでのとこ

ろ,こ の方式を用いると事例が少ない場合でもある

程度正解率を維持できるという実験結果を得ている。

事例獲得のコス ト抑制に関しては,解 析システムを

用いて半自動的に事例を獲得する際に,解 析結果の

信頼性を定量化 し,信 頼性の低い事例のみ人間が修

正するという方式を考え,現 在これについて実験 を

進めている。

情報検索の研究と並行 して情報抽出の研究も進めて

いる。情報抽出の研究に関 しては米国のMUCが 有

名である。MUCの アプローチはあらか じめ決めら

れた ドメインのテンプレー トを用意 しておき,入 力

テキス トを解析 してそのテンプレー トを埋める情報

を抽出するとい うものである。我々の研究室では,

テンプレー トをあらかじめ人手で用意するのではな

く,特 定の分野の新聞記事の集合から半自動的にテ

ンプレー トを生成する研究をおこなっている。

3.対 話 におけ る談話プ ランニ ング 5.最 近発表 した博士論文

対話では,多 様な方向に遷移する話題を双方の対話

者が正確に認識できなければならない。そのために

は,相 手の発話から話題を推定するための談話解析

技術 とともに,話 題の遷移を相手に正確に伝達する

ための談話生成技術が必要である。当研究室では,

そのための足がかりとして後者の技術に焦点をあて,

談話マーカやメタコメン トのような定型的な発話に

加え,過 去の談話を要約するような非定型な発話を

生成する技術の研究を進めている。誤解や不理解の

修復を目的とする副対話の構造と話題の遷移の伝達

を目的とする発話の関係に着目し,対 話コーパスの

分析 と試作システムでの実験による生成モデルの構

築 ・洗練 をめざしている。

小 林義行,コ ーパス を用 いた複 合名詞 の解析,1996.

Hui Li, Integrating Connection Constraints into a GLR

Parser and its Applications in a Continuous Speech

Recognition System,1996.

秋葉友良,音 声 対話 システム における言語処理 とユ

ーザ ・モデルに関す る研 究
,1995.

乾健太郎,自 然言語生成における相互依存的制約の

扱いに関する研究,1995.

Thanaruk Theeramunkong, A Study on Parallel

Natural Language Processing,1995.

4.知 的情 報ア クセス

電子化文書が急速に普及するにつれて,文 書データ

ベースから必要な情報を検索するサービスの需要は

増大する一方である。当研究室では,知 的情報検索

実現のための第一歩として文書クラスタリングおよ

び文書自動分類に関する基礎研究を進めている。一

般に文書間の類似性は単語の出現頻度 などから得ら

れる文書特徴ベク トルから計算されるが,我 々はこ

の類似度の計算に理論的妥当性を与える確率モデル

を提案 してお り,こ れを新聞記事のクラスタリング

に応用する実験によってその有効性を確かめている。

現在,こ のモデルの実用化をめざし,10万 件オーダ

の文書を実用的な速度でクラスタリングする方式

の開発に挑戦 している。また,同 じモデルを文書の

自動分類や単語のクラスタリング(す なわちシソー

ラスの自動構築)に 応用する研究 も進めている。

堀 内靖雄,人 間 と協調す る演奏 システム に関す る基

礎 的研究,1995.

伊 藤 克亘,連 続音声認識 システムに関す る研 究,1993.

徳永健伸,自 然言語処理のための統語的 ・意味的知

識に関する基礎研究,1991.

岩山真,計 算機 に よる比喩理解モ デルに関す る研究,

1991.

沼崎浩明,並 列計算モデルを用いた自然言語処理の

高速化に関する研究,1991.
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関連記事紹介

ATA(ア メリカ翻訳者協会)の 状況

 ATA(ア メ リカ翻訳者協会、会長 E. Losa女 史)の 会報 による と、加 入会員 数は、5,719人(95年9月 現

在)で ある、,会員の中には通訳者 も含 まれている、,

 会 員の身分はパー トタイム契約 者34%、 フ ル タイム契約者32%、 フル タイム プライベー トセ クター従事

者12%、 事 業i三9%、 学 者8%、 公 務員5%で あ る、,

 専 門分野 では ビジネス17%、 美術 人文学12%、 工 業技術11%、 法 律10%、 コ ンピュー タ10%、 薬 学10%、

杜 会科学7%、 科学7%、 工 学7%の 順 となってい る。

 また、会員の母国語 としては、英語39%、 スペ イ ン語24%、 ドイツ語10%、 フ ラ ンス語8%、 ロシア

語6%、[1本 語4%、 イ タリア語3%、 ポー ラン ド語2%、 ア ラビア語1%の 割 合 となって い る,,多

民族 国家であ り、英語 を公用語 としていない米国の現状 を物 語っている,,

(日 本 翻訳 ジャーナル11/1995か ら転載)

イベン ト紹介

Eighth International Unicode/ISO 10646 Conference

 1991年 に 設 立 され 、Unicode Standardの 推 進 に 貢 献 して き た"The Unicodc Consortium"が 、 第8回 国 際 会 議

を4月18～19日 に ホ ン コ ンで 開 催 す る 。

Date  April IH&19,1996 Program:P14-15

Location

Hotel Furama Kempinski Hong Kong

Onc Connaught Road Central

Hong Kong

Tcl:(852)2525-5111 Fax:(852)2845-9339

Conference Fees

Unicode members: US$650.00

 to includc all(employees of)

corporate, associate and individual members

Non‐mcnbcrs

 Prior to March15:US$695.00

 After Marchl5: US$750.00

 to includc all conlbrence materials;proceedings;
continental breakfast, refreshment breaks and luncheons

for both days;cocktail reception and entry to the exhibit

area nn Day l and a conference T-shirt.

The Unicode Consortium

P.O. Box 700519

San Jose, CA

95170-0519

Tel:(408)777…3721

1nternet:

unicode‐inc@unicodc. org

This Conference is managed by

Global Meeting Services Inc.

3627Princess Avenue

N,Vancouver, BC

Canada V7N 2 E 4.

Telephonc:(604)983-9157

Fax:(604)983-9158

1nternet:conference@unicode. org

http//unicode. org
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FRIDAY, APRIL 19th

7:00-9:00a.m. 7:00-9:00a.m. T/ON 7NENTAL B FAST

9:00-9:10a.m.

9:00.9:35a.m.

IDEOGRAPHS GLOBAL SOFTWARE COMPRESSION/CONVERSION

9:10-9:45a.m.

Lisa Moore, Chair, Conference Editorial Review Board

        ノunF'C力'/Oκ'd∂

Critic of Culture and Literature, Chairman,

  Jusisystem ATOK Advisory Board

Ai(M/E/SD)

ISO/IEC 10646(UNICODE)AND KANJI DATABASE.

Eiji Matsuoka, Associate Professor, Tokyo Gakugei

乙ノηルθrs'ぴ, Tokyo,ノ ∂ρ∂n.  曜

81(E/SD/P)

乙OC4乙'」 乙4η0卍'四THEξ ノ～ε7+φ4PP乙'CATION

用!AMEWORK.

Martin Durst, Senior Research Associate,

University ofZurich, Zurich, Switzerland

Ci(M/E/SD/SA/P/MK)
COMPRESSING UNICDDE.
Misha Wolf, Globalisa[ion Manager, Reuters, London,
England.

9:45-10:20a.m. 9:40-10:15a.m.

10:20-10:40a.m.

        UNICODE CHALLENGES

Asmus Frey[ag, President, Asmus, Inc., Seattle, WA.

A2(M/E/SD/SA/P/MK)

CUロU畠4`AND ENGINEER{NG ISSUES'N DEVE乙OP四G

CIK FONTS

γosh'h'ko S∂w∂da,0'rector/Vice Prθs'dθη亡, Dyn∂L∂わノ∂ρaη

Ltd., Tokyo,ノ ∂ρ∂n.

B2(M/E/SA)

LISA, THE LOCALIZATION INDUSTRY STANDARD

ASSOCIATION.

Aηdre∂s Schuh,凡 佑 ρ∂ger Product'nterna['oηal'zaf'oη,

Software AG, Darmstadt, Germany.

C2(E/SD/P)
MAPPING BETWEEN UNICODE AND OTHER
CHARACTER SETS: METHODS AND ISSUES.
Lloyd Honomichl,Consultant Engineer, Novell, Inc.,
Provo, UT.

WEB TUTORIAL 10:15-10:35a.m. REFRES"轟 〃ε"78尺 εノ亀
10:40-11:15a.m.

AI(E/SD/P)
USING UNICODE IN WEB APPLICATIONS
Ken Fowles, Program Manager, Internet Explorer Group,
Microsoft Corporation. Redmond, WA.

11:20-12:00Noon

61(M/E/SD/SA/P/MK)

κOW TO DES'G～ ～0押 ・L4ア'N PROB`EMS'四 ア0γ0藍 ノ舜

PRODUCT, PART 1.

Richard Ishida, Global Design Consultant, Rank Xerox Technical

Centre, Herts, UK

10:35-11:10a.m.

A3(M/E/P)

L"EF7尺57 U酎'σ0ρE CノκCHARACTERρ'C7'0隅 尺γ.

Martin Durst, Seρ'or ReSe∂rcんAsSOC'∂ 亡θ,己ノρルers'り 〆of

Zurich, Zurich, Switzerland

83(M)

CONVERS'0～OF 4ハ 硯ノ乙ア'NATIONAL SOFTWARE

COMPANY TO UNICODE-ACASE HISTORY TO-DATE.

Michael McKenna, Globalization Strategist, Sybase, Inc.,

Emeryville, CA.

C3(E/SD/SA/P)

UNICODE CONVERSIONS TO/FROM IBM CODE PAGES

刈四ρ㏄5'Ds.

Hossein Kushki, Advisory Engineer, NLTC, IBM Canada

Laboratory ON, Canada.

A2(M/E/SD/SA/P/MK)
AUTHORING AND BROWSING THE WORLD WIDE WEB
IN UNICODE
Robert N. Goldreh, Accent Sokware International, Israel.

12:00-1:300.m.

B2(M/E/SD/SA/P/M)

月OWア0ρ ε5'G～ 酎〇四一L4ア'～PROBLEMS'～70 YOUR

PRODUCT, PART ll.

Richard Ishida, Global Design Consultant, Rank Xerox Technical

Cθρ亡re, Herts,{ノ κ

ユユ:15・u:50a.m.

A4(M/SD/P/MK)
OVERVIEW OF THE WINDOWS NT EXTENDED KANJI
PROCESSING SPECIFICATION.
Shigeru Nagahisa, Group Manager, Microsoft Co., Ltd.,
Tokyo, lapan.

84(M/E/SD/SA/P/MK)

PR〃Uア'～G'四FOURρ'R百C"0～5.

ノoりηP'∂'ce, Unル θrs'tφ 亡∂v∂

Haralambous, Lille, France.

1,Quebec, Canada, and Yannis

12:00-1:300.m. 乙己ノNCHEON

1:30-2:05p.m.

DESKTOP

1:30・2:05p.m.

UNIX DATABASE

A3(E/SD/P/M)
PLATFORM INDEPENDENT FONT SUPPORT.
Jim Welch, Director, Emerging Technologies, Bitstream Inc.,
Cambridge, MA.

B3(M/E/SD/SA/P/MK)
THE UNICODE STANDARD, VERSION 2.0:ATUTORIAL
PART l
Asmus Freytag, President, Asmus, Inc., Seattle, WA.

AS(E/SD/SA/P)

'配アERNATIONA乙'zar'0配 〇四COPL4卍 ρ.

John McConnell, International Evengelist, Apple Computer,

Cupertino, CA.

B5(M/E/SD/MK)
DESIGN CONSIDERATIONS FOR MULTILINGUAL
APPLICATIONS

CS(M/SD/SA/MK)

U～'COρ ε'擢 ρ'STR/BUTED CO嗣 「ρ醒ノ77～G

ENVIRONMENTS.

Michael McKenna, Globalization Strategist, Sybase, lnc.,

Emeryville, CA.

2:10-2:45p.m.

A4(M/E/SD/P/M)

{ノ～'COρE'甜VISUA乙 σOMP」 り「r.'～6.

Gianni Mariani, Manager of Globalization R&D;Lining Sun,

MTS and Michael Kung, MTS, Silicon Graphics, Inc.,

Mountain View, CA.

B4(M/E/SD/SA/P/MK)
THE UNICODE STANDARD, VERSION 2.0:ATUTORIAL
PART 2
Asmus Freyfag, President, Asmus, Inc., Seattle, WA.

2:10-2:450.m.

A6(E/$D/SA/P)
ANEXT GENERATION INPUT METHOD MANAGER.
James Saunders, Scientist, Apple Computer, Cupertino, CA.

66(E/SD/P)
MULTILANGUAGE INPUT MODEL ON THE X-WINDOW
SYSTEM.
Shinobu Matsuzuka, Member of Technical Staff, Sun Soft,
Mountain View, CA.

C6(M/E/SD/SA/P/MK)

π』ε則 俘OPE酬COMMON'TY AND己 ノ鉗'CODE,/'50

ユ0646.
Anthony Brickell, System Development Manager. The

British Library, London, UK.

2:45-3:050.m. R」?FRES"Mε ハf78尺 ε鴇κ
2:45-3:050.m.

9

3:05-3:400.m.
3:05-3:40p.m.

A5(M/E/SD/SA/P/MK)

4四ew U"`σode b85θd…Ga重e腸 姻y向f Brows'π9

M暫 κ飼'ngua'加format'0ρ'π'π 書e疏"θf.

Ricky, Hung Tak Chan, Assistant Computer Officer, City

University of Hong Kong, Hong Kong.

B5(M/E/SD/SA/P/MK)

THE UNICODE STANDARD, VERSION 2.0:ATUTORIAL

P4尺73

Asmus Frey[ag, President, Asmus, Inc., Seattle, WA.

A7(E/SD/SA/P)

σ紺'COρE O配00PL亀 ハ匡D.

Peer Edberg, Scientist, Apple Computer, Cupertino, CA.

,

B7(E/SD/P)
UN/CODE AND INTERNALIZATION WITH UNIX AND THE
X-WINDOW'S SYSTEM
Hideki Hiura, Software Architect, Sun Soft,
Mountain View, CA.

C7(M/E/SA)
ADABAS/D, IMPLEMENTATION OF FULL UN/CODE
SUPPORT.
Andreas Schutz, Manager Product Internationalization,
Software AG, Darmstadt, Germany.

STANDARDS

3:45.4:20u.m.
3:45-4:20p.m.

A6(M/E/SD/SA/P/M)

CREATING 4 MU乙 ア'乙'～G{」4乱UN'COρ`鮒

凸「0ハσEP矯Gε.

Choη90h'∂ ノen, Softw∂reε η9'ηeθr,'SS,～ ∂ε'oρ∂'Un'ver5'ty

ofSingapore, Singapore.

86(M/E/SD/SA/P/MK)
THE UNICODE STANDARD, VERSION 2.0:ATUTORIAL
PART 4
Asmus Freytag, President, Asmus, Inc., Seattle, WA.

A8(M/E/SD/P)

U四'00ρ ε4何D7"εH〃 卍32四L54P'.

William Hall, Engineering Consultant, Novell, Inc.,

San Jose, CA.

88(M/E/SD/P)

U四'00ρ ε5UPPO尺7 H〃7"'配4U僧 餌 ε"y「 月0κMε ～ア.

ノurgen Be従 θ's, G'oba〃z∂ ε'oηConsultant,0'9'to'εqu'ρ.

Corp., Switzerland and Wendy Rannenberg, Technical

Director, Digi.[al Equip. Corp:, Nashua, NH.

CS

15010646-UNICODE:CONTINUED CONVERGENCE

凡靴:h∂θ'κs∂r,Hewlett・P∂ck∂rd Oomρaηy, P∂'o A'ω, CA.

4:25.5:00p.m.

4:25-5:000.m.

THE IMPORTANCE OF MULTI-LANGUAGE SUPPORT FOR DOING
BUSINESS IN ASIA-AN INFORMATION VENDOR'S PERSPECTIVE.

       Miyuki Suzuki, Marketing Director, Reuters Asia.

A9(M/E/SD/P)
UNICODE EDITOR APPLET OCX.
Carl Forsander, VP Engineering, Gamma Productions, Inc.,
San Diego, CA.

5:00・8:00 川. RECEPTION AND EXHIBI 5:00-5:30u.m. &A
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輿際嚢骸

LISAフ ォー ラ ム参 加 報 告

AAMT技 術動向調査委員会委員、兼、市場動向調査委員会委員

         ソニー ・テク トロニクス(株)  立田種宏

前書 き:

昨 年 の10月1日 ～3日 、シ ンガポー ルでL[SAフ ォ

ーラムが 開催 された
。筆者 は丁度 その時期 、アジア

各国を回 り、現地の機械翻訳の研 究者達 と技術交流

をす る予定 になっていた。そ こで、 この機会 を利用

してLISAフ ォー ラム に も立 ち寄 り、 フ ォー ラムの

最終 日に設 けられたパ ネル にパ ネラー と して参加す

る事 になった。 ここでは、その時のパ ネルの様 子 を

中心 に報告す る。

本文:

LISA (The  Localisation  Industry   Standards

Association:ロ ー カライゼー シ ョン産業規格協 会)

は 製品の現 地化 とい う視点 か ら長年活動 を続 けてい

る団体 で、 フォーラムの開催 も今 回が21回 目とな

る。尚、LISAに つ い てあ ま り馴 染 みの ない読者 は、

本誌95年10月 号 のイベ ン ト紹介欄 を参考 に して欲 し

い 。

今回の フォーラムのテーマは、 「アジア市場 でのロ

ー カライゼーシ ョンビジネスの展望」 である
。 その

テーマのためか、初 のアジア開催 となった。 フ ォー

ラムの初 日、実 質的な運営責任者 であるM.Anobile

氏 か ら挨拶 があ り、計47企 業90名 の参加が告 げ られ

た。Microsoft、 HP、 Xeroxな ど国際化対応 に普段熱

心 な企業 か らの参加者が 多 く見 られ 、特 にHPは 、

主要現地法 人毎 に1名 以上参加者 を送 り込 むほ どの

熱 の入れよ うであった。

1 主 なセ ッシ ョン

フ ォーラム2日 目か ら、実質的 な発表が始 まった。

冒 頭、 フ ォ ー ラ ム の ホ ス ト役 で あ るS[ream

International Asia Pacific社 副 社長Y. Chen氏 か ら、

ビジネスにお けるアジアの重要性 が述べ られた。氏

は、アジアにお ける情報産業分野は他の産業 と同様 、

成長著 しく、世界で最 も成長 を遂げた国 と地域の ト

ップ5の 内 、4つ はアジア(す なわ ち中国、韓国、

台湾 、それ に 日本)で あ るとの認識 を示 した。そ し

て、その4つ の国 と地域 で ビジネスを成功 させ る為

には、ローカ ライゼー ションへ の取 り組 みが 欠かせ

ない事 を強調 した。

キー ノー ト ・セ ッシ ョンと して、Lotus Development

ジ ャパ ン社 のR.Yanagiya氏 が 「ローカライゼー シ

ョンにお いてアジアか ら学んだ事」 とい うテーマで

話 を した。氏 は、 ソフ トウェア製品の ロー カライゼ

ーシ ョンの際
、現地で使 われる文字 との違い による

苦労 が絶 え なか った様子 を紹 介 した。特 に、Lotus

の ソ フ トウェア製品その ものの 日本語化は、製品マ

ニ ュアルの 日本語訳な どとは比較 にな らないほ ど大

変 な作 業 だ っ た よ うだ。文 字 の 扱 い(Character

enabling)と 、 文字セ ッ ト(character SEA)のOS対

応 には随分 と苦労 した らしい。 しか し、この事 は逆

に、 ロー カライゼーシ ョンその ものが ビジネスと し

て意味 を持 ってお り、一つ のビジネスチ ャンスであ

る点 も強調 して いた。 尚、これ らの苦労 は、OSが

新 しくなるにつれて少 な くなってきているら しい、,

このセ ッションでは、翻訳の観点か らの話が面 白 く

聞けた。 それは、よ く言 われ るところの直訳の問題

点 についてである。氏の経験 によると、英中の翻訳

は、英 日の翻訳 に比べれば直訳の場合ず っと問題が

少 ない との事 であ る。その大 きな理由は、英語 と中

国語 の語順が同 じ事 に由来す る為 との指摘 は、 うな

ず ける。直訳での意味の通 じ易 さとい う観点か ら見

れば、英 中の場合、現状の機械翻訳 ソフ トの翻訳精

度で も十分 に通 じる場面は結構あ りそ うだ。その一

方で 、単語単位での翻訳 の方に以外 な落 とし穴があ

り、'cut∵copy'、'paste'な どのよ うなOSで お馴 染み

の単語 などは、その国の文化に依 存 した言葉に訳 さ

ない と原語のニュア ンスが伝 わ らない との指摘があ

った。

以下、最終 日のパ ネルに至る まで設け られたセ ッシ

ョンを挙げてお く。
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・ 「ビ ジ ネ ス と ロ ー カ ラ イ ゼ ー シ ョ ン に 関 す る 戦

略 」

   HPジ ャ パ ン ・プ リ ン タ ー 部 門 S. Yin

・ 「2バ イ ト コ ー ドの 市 場 に お け る ロ ー カ ラ イ ゼ ー

シ ョ ン」

   SAPジ ャ パ ン 社 T. Shirk

・ 「1つ の 中 国 語 と2つ の バ ー ジ ョ ン」

   ソ フ トウ ェ アAG社 A. W. Pun

・ 「ロ ー カ ラ イ ゼ ー シ ョ ン の 体 験 で 得 ら れ た 事 」

  1BM China/Hong Kong S. Choy

・ 「ロ ー カ ラ イ ゼ ー シ ョ ン 」

   Microsoftイ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル 社 D.

   Kieffer

・ 「技 術 的 チ ャ レ ン ジ に 関 す る ロ ー カ ラ イ ゼ ー シ ョ

ン 戦 略 」

   Frame Technology社  L. Richardson

・ 「シ ン ガ ポ ー ル のIT産 業 」

   シ ン ガ ポ ー ル 国 立 コ ン ピ ュ ー タ ー 庁K.

   Saw

・ 「ア ジ ア で の ロ ー カ ラ イ ゼ ー シ ョ ン製 品 管 理 の 確

立 」

   Sybaseジ ャ パ ン 社 M. Kokubu

・ 「主 力 のDTPハVPパ ッ ケ ー ジ を ど の よ う に ア ジ

ア の 言 語 に 対 応 させ た か 」

   Stream International社 G. Benoit

・ 「多 言 語 マ ル チ メ デ ィ ア ・ロ ー カ ラ イ ゼ ー シ ョ ン

に 対 す る 知 的 財 産 の 創 造 」

   FACT Internationa且 社  S. Forth

・ 「ベ ン ダ ー か ら 見 た 日 本 の ロ ー カ ラ イ ゼ ー シ ョ

ン」

   Pacifitech社 B. Myers

2 パ ネ ル

3日 目最終 日の最後 のセ ッシ ョンと して、我 々のパ

ネル ・デ ィスカ ッシ ョンが行 われ た。 テーマは 「ア

ジアにおける機械翻訳の有効性の評価」で ある。 ソ

フ トウェアAGのA. Schuetz氏 が パ ネルの議長 を務

め、 シンガポール国立大学の 」.Ee女 史 、長瀬産業

の堂野前進氏 、それ に私の3人 がパ ネラー と して壇

上 にあが った。

各パネラーの発言概要や持 ち時間など大方の事は、

パネラー間の電子メールのやり取 りで打 ち合わせ済

み であ った。 それは、議長 のSchue[z氏 が 「機械 翻

訳 は役 に立 たない」 とい うデ ビル役 を演 じて問題提

起 を し、我 々パネ ラー側が反論 す る形で各 自、機械

翻訳 の有効性 を説いてい くとい うシナリオで あ った。

そこで私 は、その筋書 きに基づい たプ レゼ ンテーシ

ョン用 ス ライ ドを日本で用意 し、PowerPointで プ レ

ゼ ンテー シ ョンすべ く愛 用 のPowerBookに ス ライ

ド用 デー タを積んで会場 に乗 り込 んだの だが… パ

ネ ルの前 日、会場 の プ ロ ジェ ク ター にPowerBook

を繋 いで ビデ オ ミラー リング ・チ ェックを してい る

時、 フォー ラムの運営責任者 であ るAnobile氏 か ら

思 わぬ依頼 が舞 い込んだ。 「講演者が一人 キャ ンセ

ルになったので、あ なたの プレゼ ンテーシ ョン時 間

を倍 あげ よう。そ こでお願 いだが、明 日まで に追加

分 の配布資料 を用 意 して もらえ ないか?」

おかげでその 日は、宿 に戻 ってか ら一歩 も外 に出 る

こともな く資料 の作 成 に追われ る羽 目になった。 そ

れで も、ハー ドデ ィス クに残ってい たデ ータの残骸

を どうにかか き集 めて何枚 かス ライ ドを用意 し、 ホ

テル の部 屋 の電話 口 とPowerBookと を 音響 カプ ラ

ーで繋 ぎ
、PowerBook内 蔵 のフ ァックスモデムか ら

Anobile氏 が 泊 まってい るホ テル宛 にFAX送 信 す る

事 で何 とか乗 り切 った。

さて、当 日のパネルに話 を戻す と、先ず デビル役の

Schue[z氏 が 、事前 の台 本通 り次 の ように切 り出 し

た。 「数 年前 、我 が社 を含 む多 くの会社が機械翻訳

ソフ トを購 入 した。 しか し我 が社では、いろいろ と

分析調査 をした結 果、機械 翻訳 ソフ トは役立たず と

の結論 に達 し、 とっ くにお払 い箱 となってい る。機

械翻訳 ソフ トも、その当時 に比べ れば多少な りとも

進化 した との話 もあるが、その真偽 のほ どは如何 な

ものか? こ れ か らパ ネ ラー 達 に語 っ て も らお

う!」

そ こで、 まず最初 のパ ネラー として立 ったEe女 史

が 、シ ンガポール国立大学ISS(lnstitute of Systems

Science)で の 実績 を基 に、機 械翻 訳 の有 効性 を述

べ た。ISSに は機械 翻訳サ ー ビス を行 う部門があ り、

女史 はそ この責任者であ る。そ こでの機械翻訳サ ー

ビス は英語か ら他言語への翻訳で、今の ところ中国

語(簡 体中文 と繁胆中文の両方可能)、マ レー語、 そ
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して日本語が扱えるそうだ。女史は、機械翻訳を有

効に使 うためのコツとして、一度翻訳 した文章はグ

ループ分けをして保存 しそれをうまく再利用する事、

また、それを効率よく行 うために専任者を置 く事 を

挙げた。そうする事によって、文章の一貫性 と翻訳

の生産性が高まるとの見解である。特に、一度翻訳

で使 った用語は用語集 として利用する事が肝心で、

その際には、文中から該当する用語を効率よく探 し

出す検索ソフトウェアが重要な役割をするとの見解

を示 した。また、現状の機械翻訳 ソフトを有効に使

うためには、後編集が不可欠である事 も述べた。最

後に、女史の結論 として、機械翻訳は用語の統一、

文章の再利用、翻訳のターンアラウンドの速さの点

で手翻訳よりも数段優れており、大量の文書、特に

技術文書の翻訳には最適であるとの認識 を示 した。

そ して、[SSで の2年 間にわたる機械翻訳サービス

の実績から、機械翻訳は有効な手段であると締め く

くった。

次に私がパネラーとして立ち、事前に用意 していた

事例を幾つか交えながら機械翻訳 ソフトの有効性を

述べた。その後は、昨日急場 しのぎに用意 したスラ

イ ドを使いながら、今後の機械翻訳を展望 してみた。

そこでは、ここ数年の間に劇的な価格破壊が起こっ

た事、また翻訳対象物の入手に手入力やOCR入 力

を必要とするような従来型の世界からインターネッ

ト等の普及によって機械翻訳 ソフ トが直に扱える世

界へ と移行 しつつある事などを、幾つかの統計デー

タを交えながら紹介 した。そ して、これらの流れは

まだ続 くと思われ、その結果、機械翻訳ソフ トの普

及にもさらに拍車がかかるであろうとの予測を示 し

た。そして、これまで一部の人達だけの特殊ツール

に思われ勝ちであった機械翻訳ソフ トが、簡単な辞

書引 きや、文章のアウ トラインを素早 く認識する為

のツールとしても十分に利用価値があり、これか ら

多くの人にとって極めて身近な存在へ と変わってい

くであろう点を強調 した。事実、日本では最近、低

価格帯の機械翻訳 ソフ トを中心に爆発的な売れ行 き

を示している事をつけ加えておいた。その一方では、

従来のように高い翻訳精度を期待する需要も根強 く

あ り、その分野に対する機械翻訳 ソフ トの改善 も

徐々にではあるが進むだろうとの見地 も示した。

最後にパネラーとして立った堂野前氏 も、機械翻訳

ソフ トが十分に役立っている事を数々の事例を交え

て示 した。そして、高品質の翻訳を実現する為には

後編集が大切である点を説 き、機械翻訳 ソフ トに過

度な期待を持つ事は禁物であるとの認識 も示 した。

3 フ ォーラムの終 わ りに

パ ネルの後、運営責任 者のAnobile氏 が フォー ラム

を総括 して挨 拶 し、LISAは 今 後 、様 々 なコ ンサ ル

テ ィンググループや規格協 会の意見 を仰 ぎなが ら、

ベ ンダー側 と利用者側 とのバラ ンスを うまく保 って

運営 を続 けてい く事 を表明 した。 また、調査研究報

告 の作成 な ど幅広 い活動 の展 開 も進 めてい く事 もつ

け加 えた(そ の一環 と して、 レポー ト形 式 に よる

LISA QA Modelの 案 内があるのでそれを次頁 に掲載

してお く)。また、これか らは、この アジア太平洋地

域 か らより多 くの参加者 を募 るべ く、この地域の会

員が興味 を示 す ような内容 の催 しを検討 したい との

事 である。 さらに、フ ォーラム とは別の形での ワー

クショップを、例 えば韓国で開催す る考 えの ある事

も表明 した。最後 に、今年(1996年)6月 の 香港で

のL[SAフ ォー ラム開催 を提案 し、 この フォー ラム

を締 め くくった。

尚、最近届いたM.Anobile氏 か らの私信 による と、

今年 アジアで予定 してい るLISAフ ォー ラムは香港 、

も しくは 日本での開催 になる との事 である。

後書 き:

今 や情報産業 も、その生産基地 を日本等 か らアジア

各国ヘ シフ トさせてい る。その一端 を如 実に物語 る

場所 はパ ソコンシ ョップであろ う。北京 の中間村 、

バ ンコ ックのパ ンテ ィップ ラザ、香港 の旺角、尖沙

咀、湾仔、中環、 シャムス イポー等 、情 報産 業の成

長著 しい地域 には秋葉原級のパ ソコンショップが在

存す る。 ここシンガポール も、福南 中心 とい う大型

ビルの中 にパ ソコンシ ョップが数十店舗 入居 してお

り、アジアの熱い動 きを感 じ取 る事が出来る。
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           The LISA OA Model

AStandardized Quality Assurance Model for Software Localization

LISA is pleased to announce theavailability of the LISA Quality

Assurance Model, which is designed to assist the localization

research, production and quality control processes for software

developers and service vendors.

1}爬LISA QA Model provides guidelines and metrics f(n

locahzaUon quahヒy. The documentation andヒ ㎝plateg hdP

clients and vendors implement a synchronized QA

system at multiple production sites. All registered users

wlll be published by LISA to familiarize more localisers

with the model and to increase networking.

The LISA QA Model is the result of localization professionals

working together to influence the industry with standazds,

tools and quality procedures.

'lh
e LISA QA Model

AStandardized Quality Assurance Model for Software Localization

'Localisation Process Quality Control

・QA Qieckpoints

'QA Procedures for:

-Sofヒwa爬

一PackaBinB

-Documentatlon

-Computer Based Tutorials

'Printed and Online Doaimentatlon QA

-Language Quality Giteria

-Formattlng Quality Criteria

-Functlonal Criteria Printed and Online Doc

-Language Quality Criteria for Softwaze

一Formatting Quality Criteria for Software

"Software Quality Checklists

-language

-Formatting

-Country Compatibility

'QA Pr≪adores for .

-How to Use QA Form Templates

-Error Criteria

-Quality Definitions

-QA Form Template Samples

-QA Checkllste

"Document Quality Checklists

-Language

-Formatting

-Functional Art&Design

'Project Management Follow -up Fonms

-Qient Follow-up Form

-Vendor Follow-up Form

・Sampling

-Types of Sampling

-Acceptance Sampling

-Acceptance Sampling Procedures

If you would]lice to order the LISA QA Model, p且ease oontact:

Jane Barney, LISA Administration

2bis rue AdニFontanel

CH-1227 Carouge

Geneva, Switzerland

fax:+41223015761)

e-mail:manobileeldivsun.unige.ch

協会活動報告

運 営 委 員 会

編 集 委 員 会

例 文 評 価 研 究 会

市場動向調査委員会

1月25日

2月16日

1月22日

1月19日

2月23日

1月23日

各委員会 ・研究会の状況報告。創造的ソフ トウエア育成事業提案内容の

説明。'96年 度計画概要案の説明。
'95年度収支見通 しの報告 と検討

。創造的ソフトウエア育成事業ピアン

グおよび第3次 公募説明会の報告。

AAMT Jouma113号 の反省。14号 以降の編集についての討議。

今後の活動についての討議

記号 ・固有名詞等の処理についての討議

機械翻訳の市場動向についてのヒアリング2件

・カテナ株式会社  販売企画部長 厚川美和氏

・株式会社ノヴァ  代表取締役  古賀勝夫氏

一19一



国際響議

NLPRS'95参 加 報 告

㈱ 日立製作所、基礎研 究所
ソフ トウェア研 究 プログラム、主任研 究員 丹羽芳樹

第3回 自然言語処 理環太平洋 シ ンポジウム

(Natural Language Processing Pacific Rim Symposium

'95
,略 称NLPRS'95)が12月4日 か ら7日 に か け

て4日 間、韓 国 ソウル市 の ソフ ィテル ・ア ンバサ ダ

ーホテルで開催 された
。会議委員長 はKAIST(Korea

Advanced lnstitute of Science and Technology)のKim,

Gil Chung教 授 、プログラム委員長 は東京工業大学

の 田 中穂 積 教授 、そ して組 織 委 員 長 がKAISTの

Choi, Key-Sun教 授 とい う顔ぶ れで ある。採択論文

数は ポス ター51件 を含 めて116件 、 会議 へ の参 加者

は約270人 とい う盛会で あった。 また初 日には招待

講演5件 とデモ ンス トレーシ ョン2件 が あ り、最終

日には言語工学 を主題 としたポス トワークシ ョップ

が開かれた。

次回のNLPRS'97は タイのプーケ ッ トで97年12月 の

第2週 に開催 される予定 である。 また併せ てポス ト

ワー クシ ョップがマ レーシアのペ ナ ンで開催 され る。

さらに次 々回のNLPRS'99は 中 国北京市 で開催 され

る予 定である。

1.は じめ に

自然言語処理環太平洋シンポジウムは、91年11月 の

シンガポール、93年12月 の福岡と経て今回のソウル

が3回 目の開催 となる。主に太平洋を取 り巻 く地域、

なかでも東アジア地域における自然言語処理研究者

間の交流を促進することを目的として隔年で開催 さ

れてお り、回を追うごとに内容 ・規模 ともに充実 し

てきてお りその重要性が増 しているように感 じられ

る。

3日 間 の プログラムは初 日に招待 講演 とポス ターの

一部、2日 目と3日 目が一般発 表 とポス ター とい う

構成であ った。 また最終 日には京福宮 の国立民俗博

物 館 に 場 所 を 移 し て 「言 語 工 学(Language

Engineering)」 に 焦点を当てた ワー クシ ョップが 開か

れ た 。

招待講演

初日には次の5件 の招待講演があった。

・Derivation of Definition Primitives from A

Monolingual Dictionary, Huang Changning(Tsinghua

University, PRC)

・Language Comprehension as Abduction
, Abduction as

Reasoning Under Uncertainty, Eugene Charniak

(Brown University, USA)

・"You shall know a word by the company it keeps--J
.

R.Firth"Kenneth Ward Church(AT&T)

・Digital library in the 21st Century

長 尾 真(京 都 大)

・Prospects for Spoken Dialogue Systems in a

Multimedia Environment

古 井 貞 煕(NTT/東 工 大)

Huang教 授の講演は辞書における定義される語と定

義する語との参照関係に注目し、何らかの意味での

基本語のセットを構成 しようとする研究である。基

本語のセ ットとはそれらの単語で定義できる語を順

次加えていくことにより全ての単語の定義が可能 と

なるような極小のセットのことである。そのような

セットの言語的な意味については疑問もあるが、グ

ラフ論的な立場から興味深い面もあるのではないか

と思われた。

Chamiak教 授の講演は論理をベースにした言語理解

に関する研究であり、解釈に曖昧性がある場合には

既存知識からの推論コス トが最小になるような解釈

を取るのが良いという趣旨であったと理解している。

Church博 士の講演は単語の意味はそれと共に使 わ

れる単語か ら推定 されるはずである、というFirth

の命題を巡る統計的な話である。単語間の共起度を

測る尺度 として相互情報量、またそれとは対照的に
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単語間の非類似度を測る尺度としてt一 スコアが紹

介され、実際の統計データに基づいてこれらの尺度

が有効であることが示 された。

長尾教授の講演は将来のデ ィジタル図書館に関する

提言である。従来の図書館 と電子図書館での決定的

な差は、従来は書籍の蓄積と検索が主な機能であっ

たのに対 して電子図書館ではさまざまな角度からの

電子的な読書支援が加わることであるとの指摘があ

った。また目次を利用した検索は実用的な観点から

重要な技術であることが実感で きた。

古井教授の講演は音声対話システムについての全貌

から技術的な詳細までをほぼ網羅する講演であった。

音 声 認 識 技 術 と して はHMM技 術 ベ ー ス の

NoisyHMMが 強力なツールであるとの紹介があ り、

応用例として示された電話番号案内(7万6千 語認

識)は 説得力のあるものであった。

アメリカ 2

イギ リス 2

台 湾   1

イ ン ド 1

カ ナ ダ   1

シ ンガポール1

ス ェーデ ン 1

フ ランス  1

発表内容は自然言語処理全般をほぼ網羅したものと

なっているが、大 きく分けて、応用 にウェー トを置

いたものと要素技術にウェー トがあるものがほぼ同

数で30件前後ずつ、その他に認知心理や計算論など

にウェー トがあるもの5件 という分布であった。

応用システムとい う観点から分類すると以下のよう

になり、やは り機械翻訳に関する研究が大きなウェ

ー トを占めていることが分かる
。それ以外では文書

検索や分類といった文書処理関係への応用と対話シ

ステムに関する研究が盛んである。

応用 ターゲット 件数

2,一 般 発表

一般発表は2本 のパ ラレルセ ッシ ョンで行 なわれ合

計66件 の発表があった。全体 は16の セ ッシ ョンで構

成 され、その内訳 は以下の通 りで ある。

セ ッ シ ョ ン 名 発表件数

形態素

構文解析(1～4)

意 味 論

談話 ・語用論

生成

音声 ・対話(1,2)

レキ シコン

コーパス(1 ,2)

機 械翻 訳

情 報検索(1,2)

4

16

4

4

4

8

4

8

5

9

機械翻訳

対話システム

文書検索

文書分類

要約システム

校正支援

8

nj

3

2

1

2

また技術的なキー ワー ドで 目だ った もの と しては以

下の ような ものが挙げ られ る。

技術課題 件数

発表者を国別でみると次のようになり、日本 と韓国

からの発表が大部分を占める結果 となっている。

本

国

日

韓

33

18

国

港

中

香

3

2

曖昧性(多 義)解 消  7

未知語の認識     3

格パターンの学習   3

以下各セッションから筆者の印象に残っている発表

をい くつかピックアップして紹介する。もちろん全

ての発表を聞いた訳ではなく、また理解できたのは

さらにその一部になるので重要な論文を漏 らしてし

まっている可能性が大 きいことはあらかじめご了解

頂 きたい。

コーパス 大規模コーパスから語彙知識の自動獲得
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を試みる研究は現在最 も盛んな分野であり、いくつ

かの興味深い研究があった。東工大の白井らは構文

構造が付加されたコーパスから自動的に文脈 自由文

法を抽出する方法について論 じ、構文構造内のノー

ドに自動的に非終端記号を割 り当てて曖昧性のない

文法を抽出したと報告 している。

香港のWenJie Liら は 文字n一 グラムの手 法 を中国

語 に適用 し、未知語の同定 を高精度で行 なえる こと

を示 した。 また未知語に関 しては他のセ ッシ ョンで

もい くつかの発表があ り、未知語 同定 を情 報検索 に

お けるキーワー ド抽出 に応用する研 究(韓 国のHyuk

-Chu且Kwon等)や 話 し言葉におけ る未知語の解析

を扱 った研 究(豊 橋技 科 大 のOhtani等)も あ り、

ホ ッ トな研究 ターゲ ッ トになってい るとい う印象 を

持 った。

談話理解 と語用論 ある意味で統計処理と対極をな

すセッションか もしれない。言語の深い意味に関わ

る現象を研究者の頭で精密にルール化 しようとする

のが基本戦略になっているようである。横浜国立大

学の西沢、森 らから2件 の発表があ り、日本語の省

略主語の推定問題について、条件文などの特定の環

境下での詳細な分析が行なわれている。多くの例を

整合的に説明するルール化が試みられており研究の

蓄積が感 じられた。

機械翻訳 機械翻訳に関しては一般発表は5件 に絞

られていたが、ポスターには10件 の発表があり多

くの投稿があったことが伺われる。一般発表の中で

特に新鮮な印象を持ったのはNlrrの 池原 らによる

動詞格パターン対の必要量推定に関する研究である。

辞書などから半自動的に収集される数量と、動詞の

種類を絞 り人手を掛けて思いつ く限 りのものを収集

した数量とを比較 して全体数を割 り出すもので、推

定値は約2万5千 パターンということであった。

目的語などに取られる名詞のクラスと動詞の英訳語

との対応付けを最適化することにより高精度な分類

が可能になることを示 しているU

なお筆者もこのセッションで語彙的曖昧性の解消に

関する結果を発表 した。文脈 と意味 との関連度を共

起統計に基づいて計算するもので、関連度の最 も高

い意味が採用 される。それほど高い精度が得られる

訳ではないが完全 自動化ができるのがこの方法の魅

力であると考えている。

意 味 論 韓 国 のJeong-Mi Choら に よ る"Korean

Verb Senses Disambiguation Using Distributional

Information from Corpora"は 目 的 語 と し て 取 る 名 詞 の

種 類 に よ っ て 動 詞 を 分 類 す る 手 法 を 韓 国 語 に 適 用 し

た研 究 で あ り、 こ れ に よ り動 詞 の 多 義 解 消 が 高 精 度

で 行 な え る こ と を 示 した 。

またこれは構文解析のセッションの発表であるが、

山梨大学の福本は前置詞の係 り先の曖昧性解消にコ
ーパスから得られる3語 対の情報を利用する手法を

提案 している。統計的スパースネスを解消するため

にシソーラスに類する情報を利用 している点がポイ

ン トと思われる。

ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン

っ た 。

分野

分野別の件数は表の通りであ

発表件数

レキシコン セ ッシ ョン名は レキ シコンとなってい

るが実際 には意味論のセ ッシ ョンと言 って も良いか

も知 れない。

機械翻訳

構文解析

自然言語インタフェイス

談話理解 ・語用論

レキシコン

形態素解析

意味論

情報検索

その他

10

7

8

6

4

3

3

2

6

                        また初日夕方のポスターセッションでは次の2件 の

奈良先端大の宇津呂の研究は日英対訳コーパスを用  デモが行なわれた。

いて日本語動詞の用例の自動分類をめ ざしたもので、
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・TRANSIT and TermStar

・j.Seoul/JK _dataOl

デ モ に つ い て の 詳 細 は 省 略 す る が 、TRANSITと

TermStarはStar (Software‐Translation-Artwork-

Rccording)社 出 展 の 機 械 翻 訳 シ ス テ ム(TRANSIT)

と 辞 書 構 築 ・検 索 ッ ー ル(TermStar)、 ま たj.Seoul

はKoden杜 出 展 のWindows95上 で 動 作 す る 韓 日 機

械 翻 訳 シ ス テ ム で あ る 。

3,ポ ス トワ ー ク シ ョ ッ プ

NLPRS'95に 引 き続 きポ ス トワー クシ ョップが7日

の午前9時 か ら午後5時 まで 国立民俗 博物館 にて開

催 された。ポ ス トワー ク シ ョップは93年 のNLPRS

か ら開催 されてお り、今後 の重 要な研 究テーマ、効

果的 な研究推進、国際協力 などについての意見交換

を目的 と している。93年 のテーマ は自然言語処 理の

将来展望(Future NLP)で あ った。今 回のテーマは

言語工 学(Language Engineering)で あ り、12件

の 発表があ った,,

プ ログラム

・System
, Grammar and Parsing Mechanism in MT

Zaharin Yusoff(University Sains Malaysia)

・RichlyTagged Text Corpus

 野 村 浩 郷(九 州 工 業 大 学)

・Conceptual Graph Language
, Vilas Wuwongse(Asian

 Instiwte ofTechnology, タ イ)

・Some Ideas about Translator's Workstation

Development

 周 明(Ming Zhou)(Tsinghua University,中 国)

・Intelligent Information Access to Text on Information

Highway,野 村 浩 郷(九 州 工 業 大 学)

・Global Communication and Language Bamer

江 原 暉 将(NHK放 送 技 術 研 究 所)

・Characteristics and Development Strategies of

Language Engineering

Changning Huang(Tsinghua University,中 国)

・ABriefSurvey ofRecent Trend of SIGNLP of lPSJ

新 田 義 彦(日 本 大 学/日 立)

・Truly Successful Natural Language Processing

Requires a Combination of an Engineering and a

Human‐Computer Approach

Michael Zock(LIMSI,フ ラ ン ス)

・Computational Linguistics&Language Engineering

‐ ‐ ‐Roles ofTheories in Language Engineering‐

一 一 辻 井 潤 一(東 京 大 学)

・Language Engineering on the Highway:New

Perspectives for the Multilingual Socie[y, Ruslan

Mitkov(University of Wolverhampton,イ ギ リ ス)

・Language Engineering
, Information Architecture and

Document  Interchange  Format  Distributed

Documentation, Key-Sun Choi(KAIST,韓 国)

1日 の プログラム としては大変盛 りだ くさんであ り、

テーマで ある言語工学 、 (あ るいは 「工学 としての

自然言語処理」 と言 った方 が適切か も知れない)

に関 してバ ラェテ ィに富 んだ観点か ら議 論 を聞 くこ

とが で きた。産業 界においては 自然 言語 処理技術 を

必要 とす る力強 い応用 ターゲ ッ トが求め られ る今 日、

時宜 を得 たテーマ であった と思 う。

具体的 な提言 としては、九州工 大の野村 教授 か らタ

グ付 きテキス トコーパ スの重 要性 に関する提言 があ

り、またKAISTのChoi教 授 か らは韓 国語 を対象 と

した研究 開発 のための共通 プラ ッ トフォームである

KLIPの 紹 介が あった。その他 一つ 一つの発 表 に特

色が あ り、全 てをご紹 介で きないのが残 念であるが、

当 日 の 議 論 で 特 徴 的 で あ っ た+LE(Language

Engineering)と 一LEの 対 比 につ い て一端 を紹 介 し

たい。

一 つ は プ ロ グ ラ ム7番 のTsinghua(清 華)大 学 の

Changning Huang教 授 に よる 「言語工学 の特色 と開

発 戦略」 と題 した発 表 で あ る。表1はHuang教 授

による+/-LEの 対 比 を示 した もので あ り、異論

を持 たれ る方 も多 いか と思 われるが それだけに示唆

に富 むもの と考 えられ るの でご紹介 させ てい ただい

た。筆者 は この発 表 を聞 きなが ら+/-LEの 差 は

m目 の動機 と目的の項 目だけで はないか とい う印

象 を持 った。それ と付 け加 える とす れば、研 究や ア

ウ トプ ッ トを評価す る尺度 と して性能 と同様 に定式

化の単純 さ、あるいは理論 的な根拠 を評 価す るか(-

LE)し な いか(+LE)で は ない か と も考 え た次 第
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であ る。

しか しなが ら、10番 目の発表 の辻井教授 によればそ

れ は正 しくない とい うこ とになる。す なわち 「伸 び

る+LEは+CL(Computational Linguistics)す な わち

+理 論で あるはずで ある」 と聞 き、そ うか もしれな

いと思い直 した次第である。このような議論から何

か具体的なものが生まれるということはないのだろ

うが、少 くとも私にとっては現実的効果(+LE)

と理論的根拠(+CL)の 両立 を目指す意識を喚起

された点で有意義であった。

表1 Huang教 授(Tsinghua Univ.)に よ る+LEと 一LEの 比 較

動機 ・目的

カバ レージ

方法論

知識獲得

計算モデル

開発費

十LE

理 論 的な関心

限定領域

Rationalism

直観 ベース

プロダ クシ ョンシステム

小

一LE

市場 性

汎用 ・大規模

Empiricism

観 測(統 計)ベ ース

n一 グラム,マ ルコフモ デル

非常 に大

新剃圏簑⑳総糞 (AAMT会 員 の出版物)

書 名:「 プログラミングの壷」

    (第2部 人 間編)

原 著:Programming on purpose

著 者:P.J.Plauger

訳 者:安 藤 進

監訳者:石 田晴 久(東 京大学)

定 価:2,700円

出版 社:共 立出版

 Cコ ンパ イラの開発者、ソフ ト会杜の経営者、C言

語標準化委員会委員長など多彩 な経歴の持 ち主が、い

ろいろな人との出会い、様 々な出来事について書いた

エ ッセイ集。著者独 自の人間観察に基づ くテーゼが面

白い。「ソフ トウェア設計編」 に続 く3部 作の2冊 目。

 原 著のタイ トルは 「目的意識 を持 ってプログラ ミン

グする」であるが、ちょうど、アラジンの不思議 なラ

ンプのように、素晴 らしいアイデ ィアがた くさん詰 ま

っている壷 にちなんで邦訳 を決めた。第3部 は今年中

に発行の予定。

関建認事織倉

英 日翻訳支援ソフ トウェア(ザ ・国際人)

 日経エレク トロニ クスNo,654(1996年1月29日 号)の 特集記事 「1996年版 読者が選ぶエ レクトロニクス ・

ヒッ ト商品」による と、三洋電機は、上記商品を自社の1995年 の ヒット商品の トップに選んでいる。また、

1996年 に期待す る商品 として 「翻訳支援 ソフトウェアの新バージョン」を トップにあげている。同社の機械

翻訳に対する強い意気込みが感 じられる。
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関連業界情報

翻訳業界 の現状調査

 社 団 法 人 日本翻訳連 盟(JTF)で は 、平 成7年 度

全 国中小企 業団体中央会の補助事 業 として 「翻訳業

界の取 引契約 の実態調査」 を実施 した。その内容が 、

平 成8年2月8日 東 京都勤 労福 祉 会館 で 開 か れた

JTF講 習 会において 「翻訳 ビジネス環 境へ の対応」

とい う題 目で報告 された、,また、平成8年2月22日

に 日本経 済新聞杜大阪本社で開催 された 「翻訳のつ

どい」 で も、 「翻訳業界の現状 と今後の翻訳の方向

を模索 する」 と言 う題 目で報告 された。近 く報告書

に まとめ られるが、概要 を述べ る。

 ユ ネス コの調査 による と、1986年(少 し古いが)

の 翻訳図書 数は全世界で61,531冊 で あ った。 それを

原 書の言語 別に見ると、英語 が29,294冊 で 断然 多 く、

露 語 ・仏語 ・独語が5-6千 冊 で続いてい る。5位

は イタリア語 の1,759冊 、6位 は スカ ンジナ ビア語

の1,718冊 で ある、,日本語 は232冊 しか ない。

 一 方、翻訳 された図書数を国別 に見 ると、旧 ソ連

と西 ドイツが ともに.11冊 強 、日本 は2,875冊 で 第

3位 で ある、,英国は914冊 、米 国は21冊 と非常 に少

ない、,日本で出版 された翻訳図書の大半 は英語 から

で2,295冊 あ り、2位 の独 語224冊 、3位 の仏語214

冊 を 大 きく引 き離 してい る,、

 部 門別にみると、全世界で文学 が3,0545冊 で 約半

分を占める。(日 本で も1,227冊 で 、翻訳 書総 数2,875

冊 の 約43%で あ る。)つづい て応 用科 学 の7,215冊 、

社会科学 の6,987冊 が 占め る,、

 産 業翻訳業 界は、昭和61年2月 の 日本標準産業分

類 では、 「他 に分類 されない専 門サー ビス業」の中

に入ってい たが 、平成5年10月 に は じめ て「翻訳業」

と して分類 された。その間"高 度成 長""輸 出振 興""海

外生産"等 にともない企 業で の翻訳需 要は増 加 して

来た、,今回調査 した企業 の85%が 翻訳 ニー ズがある

と答 えてお り、残 り15%は 国 内のみ を対 象 とす る企

業であ った。 また、は じめの ころは、技術 部門や貿

易部門な ど一部の部署での需要で あったが 、今 や企

業内の全部 門で翻訳需要が発生 してい る。

 翻訳需 要は国内企業か らは減少 し、外資系企業か

らは増加の傾向 にあ る、、それ にと もない 、和英翻訳

が減 り英和が増 してい る。 国内 企業 か らの減 少は、

企業内での処理が増加 しているため と思 われる。外

資系企業の84%は 東 京 ・神奈川 に集 中 してお り、ほ

とん どの企業が好調 に売上高 を伸 ば している。 しか

し、84%の 企 業が ビジネスコス トの高 いこ とを指摘

してお り、 また、語学堪能者 ・研究者等 の人材難 を

問題点 と して上げ た企業 も多い。

 翻 訳需要 を産業分野別 にみ る と、 トップは加工組

立分野、2位 が化学 ・医薬分野で 、この2分 野 だけ

で4～5割 を占め る。翻訳文書 の種類で みる と技術

資料 と製品マニ ュアルが圧倒的 に多 い。翻訳言語 の

ほ とん どは 日英 ・英 日であ る。

 翻 訳会社の特徴 は、専門 に特化 した小規模企業が

非常 に多い ことであ る。大 きな創業投資 や設備投資

がい らず、市場参入が容易 なため と考 え られる。外

部翻訳者 を多 く抱 え、社員 の翻訳者 はコーデ ィネー

ター役 を行 ってい る企業の多い の も目につ く。

 回 答 をもらった翻訳者の約7割 は翻訳 を始め たの

が1986年 以 降で、急激 な需 要増 に ともなって翻訳業

界 に入 った もの と思わ れる。身分 は多彩 で、社員翻

訳者あるいは個人事業翻訳者 と して活動 してお られ

る人のほか に、兼業 ・副業 と して翻訳 を してい る人

も多い。理科系の翻訳者で は企業経験者が多 く、翻

訳力 に加 えて専門分野の知識が生か され てい る。

 翻 訳取 引の状況 をみ ると、取引契約 を文書で締結

する場 合は非常 に少な く、 また、発注 ・受注の仕様

書等 の作 成 も少ない ようであ る。場 合 に応 じて柔軟

に取 引 されている と思 われ る。 また、受発注の単 価

もかな り巾があ り、翻 訳の内容 ・難易度 ・品質等 に

よって決 め られている ようである。

 原 稿の 交付 方法 と して は、FAXと 郵 送 に よる も

のが 多 く、パ ソコ ン通信 の利用 は まだ少 ない ようで

ある。郵送 には紙 が多 く用 い られているが、 フロ ッ

ピーの利用 も増 えつつ ある。

 今 後、高学歴化 ・海外経験者 の増大 ・海外生産 の

進展 ・国際 ネ ッ トワークの拡充等の翻訳環境 の変化

に対応 して、翻訳業界 は、翻訳品質の向上 ・ネ ッ ト

ワー ク化 ・契約の文書化等 を進めね ばならない。
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機 械 翻 訳 関連 ソフ トウ ェ ア ー一 覧 表
                        (100万円以下)

ソフ トウェア名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

訳師如来

ブラ ビスJ/E

ブラ ビスJ/ESASUGA

トランス ラン ド

トランスサポー ターE/JC

トランスサポー ターE/JW

トランスサポー ターJE

WD-01SW

日韓機械翻訳システム

韓日機械翻訳システム

PIVOT/JE

PIVOT/EJ

英 日翻訳 アダプタ

英 日辞書引き君

日英辞書引き君

ATLAS EJ for Windows

ATLAS JE for Windows

電 辞 海

パ ンセ ・ブイ英 日版

パ ンセ ・ブイ 日英版

パ ンセフォーインターネット

WWWサ ーバ 一モデ ル犀ハ'ンセM

W/2 

ti

E

E

一

一

X

X

LogoVista E to J

LogoVista E to J

 Personal

The Translator-Mini

コ リ ャ 英 和

うちの翻訳屋さん

販売会社

CSK

パ シ フィ ックアイ&

エ ムテ ィラボ

ブラザー

三洋インフォメーションビ ジ ネス

シヤープ

日立 情 報 ネットワーク

NEC

富士通

沖 ソフ トウェア&

オー ジス総研

ス ピ リ ッ ト

カテナ

長瀬産業

os

Windows

Mac 7.1

Windows

Windows

Mac 7.1

Windows

Windows

Windows

Windows

ワープ ・書 院

MS-DOS5. O

MS-DOS5. O

MS-DOS5. O

EWS-UX/V

Ews-ux/v

Windows

Windows

Windows

Windows

Windows

Windows

Windows

Windows

Windows

95/NT

Solarisl.X

Windows

MS-DOS3.1

Windows

Mac

Windows

Mac 7

Mac 7.1

Windows

Mac

K'indoas

Mac 7.1

Windows

Mac 7.1

翻訳対象言語

日

日

英

英

r

r

r

t

英

英

日

日

英

英

日

日

英

1

1

1

1

1

日

日

英

英

日

英 → 日

韓

日

日

英

日

日

↓
二

↓
↓
↓
穰

日
韓

韓

日

英

英

英 → 日

日 → 英

英和 ・和英

日

英

日

日

日

r

r

i

r

r

英

日

英

英

英

英 → 日

英 → 日

日

日

日

日

日

日

日

T

r

T

r

t

r

T

英

英

英

英

英

英

英

日

日

英

英

r

r

r

r

英

英

日

日

次号で、各システムの詳細を掲載する予定です。
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(順不同)

販売価格

6,000円

・111

58,000

':11

69,800
':11

25,000

29,800

25,000

150,000

178,800

178,800

298,800

500,000

500,000

14,800

 9,800

 ':11

 1!1

 111

24,000

38,000

38,000

58,000

 ・:/1

148,000

98,000

29,000

97,000

97,000

39,800

39,800

14,800

9,800

':11

246,000

246,000

246,000

246,000



13

14

15

16

17

18

19

zo

ソフ トウェア名

ASTRANSAC Sun WS

ASTRANSAC C/S

ASTRANSAC for Windows

ASTRANSAC/Web

J・London/EJ

J・London/JE

J・Londonツ イ ン セ ッ ト

J・ ソ ウル 日韓 版

J・ ソ ウル 韓 日版

WorldNet/EJ

Dr. Surf for Windows

Transpad

@-JBANK for Windows

Translation Manager/2

孫悟空

NetSurfer/ej

PC-Transer/ej

PC-Transer/je

マ イ トランサーEJ

SuperTranser/e ,j

PowerTranslat.or Pro.

PowerTranslator Pro.

PowerTranslator Pro.

PowerTranslator Pro.

PowerTranslator

PowerTranslator

PowerTranslator

PowerTranslator中 国 語

PowerTranslatorCD-ROM

販売会社

東芝

高電社

メデ イアビジ ョン&

九州松 下電器

亀島産業

日本IBM

ク リエイ ト大阪

ノバ&

山種産業

イリス インタ・一ナショナル
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os

UNIX

OS/AS

Windows(NT

Windows(NT

Windows(NT

Windows(NT

OS/AS

Windows

Windows

Windows

MS-DOS3.1

MS-DOS3.1

Windows

Windows

Windows

Windows

os/z

MS-DOS3.1

Windows

Windows

Mac

DOS(PC98)

DDS(DDS/V)

Windows

Mac

DOS(PC98)

DDS(DDS/V)

DDS(PC98)

DOS(DOS/V)

DOS(PC98)

DOS(DOS/V)

Windows

DOS

Mac

DOS

Windows

Mac

DOS

DOS

Windows

翻訳対象言語

日

日

日

日

英

日

日

日

英

日

韓

日

日

I

I

I

r

r

I

I

t

r

l

r

r

r

英

英

英

英

日

英

英

英

日

英

日
韓

英

英 → 日

英 → 日

英 → 日

英 → 日

日 → 中

日

日

日

日

日

英

英

英

英

日

日

日

日

r

r

r

r

r

r

r

r

r

r

r

r

r

英

英

英

英

英

日

日

日

日

英

英

英

英

西
西

西
英

西

西

西

中

西

仏

仏

仏

榊
仏

仏

仏

↓
仏

独

独

独

露

独

独

独

英

独

販売価格

700,000円

340,000

340,000

63,000

63,000

・:111

200,000

49,800

49,800

78,000

390,000
':111

  ':1!

14,800

14,800

75,000

785,000

190,000

  ・:!1

・:!11

':111

248,000

・:111

':11!

・:111

248,000

・:111

・:111

・'111

448,000

448,000

198,000

148,000

148,000

148,000

58,000

58,000

38,000

28,000

58,000



  G紹 発

英 語 読 解 ツ ール 「訳 師 如 来 」(for Windows/for Macintosh)

株式会社 CSK

1.英 語 読解 ッール とは?

 近年、翻訳ソフ トの品質はめざましくよくなりま

した。ちょっとした文章ならす ぐに完壁な日本語に

翻訳 してくれます。

 しか し、まだ長い文章をきれいな日本語に翻訳す

ることは難 しく、翻訳ソフ トががんばって訳出 した

読みにくい 日本語を読むことは避けられません。

 そこで、単語毎にその単語の訳を表示 し、英語が

ある程度分かっている方なら簡単に英語が読めるよ

うになる英語読解ツール 「訳師如来」が誕生 しまし

た。

 ただの 「辞書引き」 ソフトではあ りません。 「訳

師如来」には、翻訳ソフト同様に構文解析のアルゴ

リズムが使用されており、各英単語の品詞を決定 し、

その品詞にふさわしい対訳を表示 します。

2.画 期的な20万語の辞書を装備

 市 販 の英和辞典には普通5～8万 語が収 録 されて

い ます。 また、市販 されている翻訳 ソフ トでは7～

10万 語 が基本辞書 として提 供 され、あ とは有料 のオ

プ ション辞書 とな ります。

 「訳師如来」 の辞書 は、人名 、地 名、科学 ・経 済

の専 門用語 を含む20万 語 を収録 してい ます。

多 くの方に使っていただけるよう豊富な辞書と機能

を、低価格で提供 します。

3.読 み やすい 「あ んちょこ」表示(図1)

 「訳 師如来」の大 きな特徴の一つ にこの 「あんち

ょこ」表示があ ります。

 「あ んちょこ」表示は、英単語の下 にそれぞれの

対訳 を表示 します。学生の頃、英語の教科書 の文章

の意味の分か らない単語の下 に、その単語 の訳 を書

いた ことがあるか と思い ますが、その イメージです。

 「あ んち ょこ」表示 の他 に 「挿 入」表示 、 「置換」

表示 と3種 類の表示が用意 されてい ます。

4.分 か りやす い、簡単操作

 「訳 師如 来」 は、英文 を読 み込 んで ボタ ンーつで

す ぐ単語翻訳 を実行 します。読み込め る英文は 、テ

キス ト形式 の ファイルですが、直接エ デ ィタに入力

するこ とも可 能です 。他 のアプ リケーシ ョンか らな

らコピー&ペ ース トでデー タを持 って きて実行する

こ とが 出来 ます。

5.邪 魔 な対訳 は出 さず 、訳語の変更 も簡単(図2)
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図1 あんちょこ表示 図2 対訳ビューで訳語の変更も簡単
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 「訳 師如来」は、画面が繁雑 にならない よう、"this"

や"and"な ど、邪魔 になる対訳 は表 示 しませ ん。単

語毎に対訳 を出すか どうかを設定す るこ とも出来 る

ので、覚えた単語 や知っている単語 の対訳 は出 さな

い、 とい うことも可能です。 また、表示 した対訳が

気 にい らない場 合、 「対訳 ビュー」 を使 って簡単 に

別の訳語 を選び なおすこ とが出来 ます 。

 選 び なお した訳語 は、次 回の単語翻訳 か ら最優先

され ます(学 習機能)。

8.訳 師如来の動作環境

●Windows版

   対 応 機 種: MS-Windows3.1日 本 語 版 が

        稼 動 する機種(#1)

   メ モ リ : 8MB以 上

   HDD  : 30MB以 上

   周 辺 機 器 二 要CD-ROMド ラ イブ

   #1)Windows95上 で の使用 はサ ポー トし

      て お りません。

6。 単語の新規登録も可能(図3)

 「訳師如来」は、自分で単語を登録することもで

きます。登録は、単語の変更 と同じく「対訳 ビュー」

上で行います。辞書にない英単語で 「対訳 ビュー」

を開くと 「未定義語」として表示され、そのまま英

単語 と訳語、品詞を登録できます。訳語登録機能が

自動的に起動するので、簡単 にユーザが必要とする

語を増やしてい くことが出来ます。

●Macintosh版

   対 応 機 種

メモリ

HDD

周辺機器

9.ご 購 入について

漢字Talk7.1以 上 が稼 動 す る

機種

6MB以 上

30MB以 上

要CD-ROMド ラ イブ

 「訳 師如 来」 は書籍です。全国の大手書店、パ ソ

コンシ ョップの書籍 コーナーでお求め頂 けます。 ま

た、お近 くのお店でお求め になれ ない場合、パ ソコ

ンネ ッ トのNifty-Serve内CSKパ ッケ ージブテ ィ ッ

クや通信 販売でお気軽 にお求め になれ ます。

● 「訳師如来」通信販売(T・ZONE)

          0120-234-392

●Nifty-Serve内CSK

 パ ッケー ジブ テ ィックコマ ンド

          CSKPB

図3 単語の新規登録も簡単
10,お 問 合わせ先

7.お 求めやす い低価格で

 以 上 に 述 べ た よ う な機 能 が つ い て、価 格 は

Windows版 ・Macintosh版 共 に6000円(消 費税 込 み)

と低価 格でお求め頂 け ます。

株 式会社CSK訳 師 如来サポー トセ ンター

 〒169 東 京 都新宿 区西早稲 田1-21-1

     早稲 田大学西早稲 田 ビル5F

 TEL O3-5286-7201

 FAX O3-5286-7202

お問合わせ時間

   月～金(祝 日を除く) 9 :0018:00
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アジア最大規模の情報通信システム総合展

≡デ.._JJ3ウ'9G

会期

1996年10月14日(月)～17日(木)・4日 間

●公開時間二10幽00～17℃0

会場

東京ビッグサイト(有明:東京国際展示場)

  東展示棟1,2、3、6ホ ール

  〒135東 京都江栗区有明3-21-1

入場料

無料

主催

社団法人 日本 電子工業振興協会(JEIDA)

通信機械工業会(CIAJ)

協力

社団法人 日本パーソナルコンピュータソフトウェア協会

(JPSA)

後援(予定)

通商産業省

郵政省

日本電信電話株式会社

国際電信電話株式会社

同時開催

データショウ基調 講演会
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